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「
す
ぐ
や
る
課
」
発
足
三
十
年

市
民
生
活
の
身
近
な
要
望
を
迅
速
に
処
理

「
す
ぐ
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で

、
す
ぐ
や

り
得

る
も
の
は

、

す
ぐ
に
や

り
ま
す
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
昭
和
4
4年
1
0月
、
す
ぐ
や

る
課
は

発
足
し
、
今
年
で
三
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

昭
和
4
4年
当
時
、
松
戸
市
は
人
口
約
二
十
三
万
人

（
昭
和
3
7年
は
人
口

約
十
万
人
）
と
急
増
し
、
こ
の
人
口
急
増
に
社
会
資
本
の
整
備
が
追
い
つ

か
ず
各
種
の
ゆ
が
み
が
非
常
に
目
立
つ
と
い
う
時
代
背
景
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中

、
行
政
を
分

か
り
や
す
く
、
ま
た
、
身
近
に
感
じ
て

も
ら

う
た
め
「
す
ぐ
や

る
課
」
が
設
置
さ
れ
、
以

来
三
十
年
間
で
九
万
三
千
件

に
の
ぼ
る
市
民
生
活
に
身
近
な
要
望
等
を
処
理
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
「
す
ぐ
や
る
課
」
は
よ
り
積
極
的
な
実
践
活
動
を
通
し
て
、
多

様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

圜
す
ぐ
や

る
課

昔
3
6
6
・
7
3
0
2

「
す
ぐ

や

る
課
」

は
課
員

八
人

。

年

間
処

理
件

数
は
三

千
六
百

七
十

七

件

（
左

表
）

で
す

。
処
理
内

容

の
主

な
も

の
は
、

側
溝

の
補
修

・
清
掃

、

道

路

の
補
修

、
残
土

・
動

物
の
死

体

処
理

な
ど
。
夏

か
ら
秋

に
か

け
て
は

。

ス
ズ

メ

バ
チ

の
巣

の
駆
除

作
業

が
多

く
あ
り

ま
す

。

スズメバチは他の蜂に比べ攻撃的で毒性が強いので、巣の処理には細心の注意が必要です

市民 の要望処理一覧表（平成10 年度）

要望等の種類 件数

土木関係
側溝・道路補修等

その他上木関係

1,3ﾜ0

292

清掃関係
道路清掃等

動物の死体処理 151 298

旡4.ﾙ㎞
スズメ蜂等駆除 841

拓6肖９　　 その他動物等処理

、　　　 市民からの各種要望
その他　他課通報処理

459

110

合 計 3,6ﾜﾜ

平山康志さん

(小金清志町在住)

大
雨
が
降
る
と
、
自
宅
裏
の
水

路
に
上
流

か
ら
の
ご
み

が
つ
ま
り

ま
す

。
フ
ェ
ン

ス
が

あ
り
、
深
い

水
路
の
た

め
に目
分
で

処
理
す

る
こ

と
が
で
き
ず
、
す
ぐ
や
る
課
に
処

理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

困

っ
た
と

き

、
親
身
に
な

っ
て

対
処
し
て

く
れ

る
職

員
に
感

謝
し

て
い
ま
す

。
今
後

も
自

分
た
ち
の

街
が
安
心
で
よ
け
暮
に
っ
し
や
す
く

な
る
よ
つ
、
身
近
な
市
役
所
で
あ

っ
て

欲
し

い
と

思
い
ま
す

。

二
年
前
に
松
戸
市
へ
越
し
て
来

ま
し
た
。
自
宅
玄
関
先
に
大
き
な

蜂

（
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
）
が
巣
を
作

っ
て
し
ま
い
、
場
所
が
場
所
だ
け

に
困
っ
て
い
ま
し
た
。

処
理
に
思
案

し
て
い
ま
し
た

が

、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
す
ぐ
や

る
課
の
こ
と
を
知
リ
、
蜂
の
巣
の

処
理
を
依
頼
。
数
時
間

後
に
は
処

理
し
て
い
た
だ

き
助
か
り

ま
し

た
。

長谷川敦子さん

(上本郷在住)

「
介
護
保
険
制
度
地
区
別
市
民
会
議
」
を
開
催

～
介
護
保
険
事
業
計
画
な
ど
ご
意
見
を
伺
う
た
め
～

市

で

は
介

護
保

険
制

度
の
普

及

・

啓
発

お
よ

び
現
在

検
討

中
の
介

護
保

険
事

業
計
画

に
対

す

る
市

民

の
皆
さ

ん

か
ら

の
ご
意
見

等
を

伺
う
こ

と
を

目
的
に
、
左
表
の
と
お
り
市
民
会
議

を
開

催
し

ま
す

。

地
区

別

に
十
二

回
、
市

内
全

域
を

対
象
に
一
回
の
合
計
十
三
回
開
催
し

ま
す
の
で
、
参
加
希
望
者
は
、
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
多
数
の
場
合
は
、
入
場
を

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

暦
介
護
保
険
準
備
室
昔
3
6
6
・
７
３
７

介護保険制度地区別市民会議日程表

日 時 対象地区名 会　場

11/5c

朗)

１悃

15(月)

16 ㈲

17 ㈲

18 ㈲

21(日)

22(月)

24(水)

2欧

29(月)

30(火)

jF

で

時

小 金 原 地 区

常 盤 平 地 区

五 香 六 実 地 区

常 盤 平 団 地 地 区

東 部 地 区

本 庁 地 区

明 第2 地 区

市 内 全 域

矢 切 地 区

小 金 地 区

馬 橋 地 区 ヽ

明 第1 地 区

新 松 戸 地 区

小金原市民センター

常 盤 平 市 民 セン ター

六 実 市 民 セ ン タ ー

常盤平市民センター

東 部 ス ポ ー ツ パ ーク

市 民 会 館

古 ヶ 崎 市 民 セン ター

市 民 会 館

二 十 世 紀 が 丘 市 民

セ ン タ ー

小 金 市 民 セ ン タ ー

馬 橋 東 市 民 セン タ ー

明 市 民 セ ン タ ー

新 松 戸 市 民 セン タ ー

」

要

介

護

認

定

申

請

の

受

け

付

け

を

開

始

（
申

請

は

無

料

）

1
0月

１
日
か

ら
開
始

し
た

申
請

の

受

け
付
け

は
、
1
0
月
1
3
日
現

在
五
百

一
件

に

な

っ
て

い
ま
す

。
来

年
４
月

か

ら
介
護

保
険

の
サ

ー
ビ

ス
を
希

望

さ

れ

る
人

は

、
申
請
し

て
く

だ

さ

い

（
申
請
書
に
は
左
記
の
受
付
会
場
に
あ
り

ま

す
）
。

受

付
会
場
・
：
市
役
所

（
介

護
保

険

準

備
室

・
お
せ

わ
課

）
、
各
支

所
、

各

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

申

請
者
：

本

人

ま
た
は

家
族

な
ど

●
ご
注

意
く
だ
さ
い

「
要
介

護

認
定

申

請
に

は
手

数

料

が
か

か
る
」

と
偽

り
、

お
金
を

だ

ま
し
取

ら
れ

た
事
件

が
他

県
で

あ

り
ま
し

た

。

＋

分

に
ご
注
意

く

だ
さ

い
。

11/17 冰）

～23 竕

幕張メッセ

全
国

食
文
化

交
流

プ
ラ

ザ

「
食

メ
ッ
セ
ち

ば
9
9」

「
い
つ
も

イ
キ
イ

キ
食

の
大
事
典

」

を
テ

ー
マ
に

、
現

代

人

の
食

や
食

文

化
の
あ
り
方
に
つ

い
て

、

さ

ま

ざ

ま

な

情

報

を

発

信

す

る

、

食

の

総

合

イ

ベ

ン

ト

第

九

回

全

国

食

文

化

交

流

プ

ラ

ザ

『
食

メ

ッ

セ

ち

ば
9
9
』

が

、

幕

張

メ

ッ

セ

で

開

催

さ

れ

ま

す

。

会

場

は

、

事

典

を

見

る

よ

う

に

食

の
情

報

が
分

か

り

や

す

く

第

一

巻

の

テ

ー

マ

館

を

は

じ

め

と

す

る

全

五

巻

で

構

成

さ

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

全

国

で

も

有

数

な

千

葉

県

の

農

林

水

産

業

・
食

品

産

業

等

に

み

る
食

に

関

す

る

取

り

組

み

や

、

日

本

は

も

と

よ

り

世

界

の

食

に

つ

い

て

紹

介

し

ま

す

。

松

戸

市

か

ら

も

特

産

晶

を

出

展

こ

の
食

の

イ

ベ

ン

ト

に

松

戸

市

で

は

、

松

戸

の

四

季

・

ふ

る

さ

と

産

品

等

を

展

示

し

ま

す

。

ま

た

、

最

後

の

将

軍

・

徳

川

慶

喜

の

ゆ

か

り

の

地

で

生

ま

れ

た

焼

酎
「
戸

定

邸

」
、

松

戸

産

こ

し

ひ

か

り

Ｉ「
」ｙ
」
）％

使

用

清
洒

「
江

戸

川

ま

つ

ど

育

ち

」

の

試

飲

等

を

行

い

ま

す

。

イ

ベ

ン

ト

最

終

日

の
2
3
日

前

に

は

、

無

農

薬

野

菜

（
ホ

ウ
レ

ン

人口 と世帯10 月1日現在

ソ

ウ

ー
ダ
イ

コ

ン

ー
カ

ブ

な

ど

）
、

葉

ネ

ギ

（
あ

じ

さ

い
ね

ぎ

）

を

無

料

で

配

布

す

る

予

定

で

す

。

ぜ
ひ

、

ご

近

所

の

人

と

お

誘

い

合

わ

せ

の

上

ご

来

場

く

だ

さ

い
。

▼
期

間

…
1
1
月
1
7
日

伽
～
2
3
日

倪

午

前
1
0
時

～

午

後

５

時

▼
会

場

…

幕

張

メ

ッ

セ

（
日

本

コ

ン

ペ

ン

シ

ョ
ン

セ

ン

タ

士

▼
内
容
・
：
第
一
巻
「
2
1
世
紀
の
元
気
」

の

巻

（
テ

ー

マ
ゾ

ー
ン

）

＝
食

と

健

康

、

食

と

環

境

な

ど

こ

れ

か

ら

の

食

を

提

案

・
展

示
　

第

二

巻

「
首

都

圏

の

台

所
」

の

巻

（
千

葉

ゾ
ー

ン

）

＝

県

内

八

十

市

町

村

・
団

体

・
企

業

等

が

千

葉

の
食

や

食

文

化

の

魅

力

を

紹

介

第

三

巻
「
食

の

創

造
」
の

巻

（
産

業

ゾ
ー

ン

）

＝

食

を

支

え

る

全

国

の

食

品

関

連

団

体

・

企

業

の

食

へ

の

取

り

組

み

や
最

新

の

食

情

報

を

紹

介

第

四

巻

「
食

ワ

ー
ル

ド
」

の

巻

（
世

界

ゾ
ー

ン

）

＝

ア

セ

ア

ン

諸

国

等

の

世

界

の

食

や

食

文

化

を

紹

介

し

、

世

界

の

料

理

や

飲

み

物

を

楽

し

く

味

わ

う

第

五

巻
「
新

た

な

ふ

れ

あ

い
」
の

巻

（
体

験

ゾ
ー

ン

）

＝
白

牛

の

展

示

や
疑

似

乗

馬

体

験

な

ど

来

場

者

が
楽

し

く

ふ

れ

あ

う

ゾ

ー

ン

※
楽

し

い

ス

テ

ー

ジ

ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

な

ど

も

行

わ

れ

ま

す

。

▼
費
用
…
入
場
無
料

賛

千

葉

県

農

政

課

昔

圈

・

匐

・
２

８

人口

男

女

世帯

9万

3千

件処

理

主な内容

台湾大地震に市消防職員出動②

市立松戸高校入学生を募集　③

男女共同参画プラン・実施計画

市民編(案)にご意見を　　　 ④

公文書公開制度

平成11年度上半期実施状況　⑤

情報チャンネル　　　　　⑥⑦



広報まいど1999 年(平成11年)10月25日

松戸駅東西

自由通路で

矜
誇
の
大
震
災
で
市
消
赫
職
員
が
出
勤

震
災
の
模
様
を
収
め
た
写
真
を
展
示

去

る
９
月
2
1日

午
前
１

時
4
7分
ご
ろ
（
現
地
時
間
）
、
台
湾
中
部
に
発
生

し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
七
の
大
地
震
で
、
被
災
者
救
助
の
た
め
に
「
松

戸
市
消
防
特
別
救
助
隊
員
」
の
ほ
か
、
東
京
消
防
庁
な
ど
十

一
市
の
消
防

救
助
隊
員
で
構
成
さ
れ
た
国
際
消
防
救
助
隊
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
四
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が

、
遠
い
日
の
出
来
事

で
は
な
く
、『
い
つ
・
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
巨
大
地
震
』
の
怖

さ
を
こ
の
震
災
は
伝
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
台
湾
で
国
際
消
防
救
助
隊
が
展
開
し
た
救
助
活
動
を
収
め
た
写

真
を
、
松
戸
駅
東
西
自
由
通
路
Ｋ

川
月
５
日
蚩
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

固

市
消
防
局
警
防
課
昔
3
6
3
・
1
1
1
1

内
線
2
5
6

台
湾
中
部
で
９
月
2
1日
未
明
に
発

生
し
た
大
地
震
で
、
松
戸
市
消
防
局

か
ら
菊
地
要
二
消
防
司
令
補
と
市
川

敬
章
消
防
司
令
補
の
二
人
が
同
日
夕

刻
に
、
被
災
者
の
救
助
活
動
を
行
う

た
め
現
地
へ
出
発
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
治
省
消
防
庁
の
第
二

次
派
遣
要
請
に
応
じ
た
も
の
で
、
国

際
消
防
救
助
隊
の
要
員
（
全
国
で
五

百
一
人
が
登
録
す
る
救
助
隊
メ
ン
バ

山

と
し
て
、
現
地
で
被
災
者
の
救

助
な
ど
に
従
事
し
た
も
の
で
す
。
今

回
派
遣
さ
れ
た
救
助
隊
は
総

勢
四
十

六
人
で
、
松
戸
市
の
ほ
か
に
東
京
都

や
京
都
・
仙
台
・
川
口
・
鹿
児
島
等

の
各

市

が
参
加

し
て

い
ま

す
。
ま
た

、

千

葉
市
消

防
局

か
ら

も
三
人

が
2
2日

朝

、
消
防

庁
要

請

の
第

三
次

派
遣

隊

と
し

て
参

加
し

ま
し

た
。

本
市

の
消
防

隊
員
二

人

は
、
2
1
日

か

ら
2
8囗

ま
で

、
震
源

地

に
近

い
南

投
県

と
台

中
県

を
中
心

に
計

八
十

五

ヵ
所

で
崩

壊
し

た

ビ
ル
な

ど
で

の
救

助
活

動
に

あ
た

り
ま
し

た

。
二
人

と

も
阪

神

・
淡
路

大
震

災
の

際
に
、

救

助
活

動

の
経
験

が
あ

り
、

建
物

の
下

敷

き
に

な
っ
て

い
る
被
災

者
を
救

い

だ

す
と

い
う
救

助

ス
タ
イ

ル
は
今

回

も
同

じ

だ
っ
た

た

め
、
そ

の
経
験

が

役

に
立

つ
た
と

い
い
ま
す

。

日本の国際消防救助隊は、倒壊したマンションでロシア隊と協力

し被災者を救出しました

台

湾

地

震

に

対

す

る
救

援

金

を

受

け

付

け
て

い
ま

す

台
湾
を
襲
っ
た
大
地
震
は
、
1
0月

１
日
現
在
、
死
者
二
千
百
人

・
負
傷

者
八
千
人
に
上

っ
て
お
り
、
さ
ら
に

被
害
は
増
大
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
台
湾
の
被
災
者
に
対
し
て
日
本

赤
十
字
社
で
は
、
1
1
月
1
9
日
原
ま
で

救
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
名
称
…
「
台
湾
地
震
救
援
」

▼
募
集
方
法
…
郵
便
振
替

（
送
金
手

数
料
免
除
）

▼
口
座
：
Ｏ

Ｏ

一
一
〇
－

ニ

ー
五
六

○
六
▼
加
入
者
：
日
本
赤
十
字
社

※
通
信
欄
に
「
台
湾
地
震
」
と
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

圜
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
救
護

福
祉
課

昔
㈲
・
圓
・
7
5
3
1

内
線

3
1
1
ま
た
は
3
1
2

災 害 が発 生し た とき に

｢ わ が家 の防 災｣

いざというとき、家族が一致協

力して行動できるよう 、普段から

次のようなことを話し合っておき

ましょう。

●家の中で一番安全な場所はどこ

か

●家の周りに危険な場所はないか

●避難場所、避難路はどこか

●応急医薬品や火の元などの点検

はだれがするか

●非常持出品はどこに置き、避難

するとき、だれが何を持ち出すか

※勤務先や学校など家族がばらば

らになっているときのことも考

えて、確実に連絡し合える方法

や最終的に落ち合う場所なども

決めておきましょう。

11/17 團 精神保健福祉普及運動「こころの健康のつどい」

講演会「ガン患者の心のケアをめぐって」
障害者とその家族の枠にとらわれず、多くの皆さんに心の

健康保持・増進ならびに精神障害者に対する正しい知識の普

及を図るため講演会等を開催します。

●講演会

日時11月17日(水)午後1時20 分～4時　会場東葛飾支庁合同庁

舎6階第1会議室　内容精神障害回復者とその家族、作業所な

どからの報告、千葉県精神保健福祉センター次長( 精神科医

師) ・柳橋雅彦氏の講演｢ 豊富な臨床経験から｣、余興＝中野マジッククラブ会長

定員先着40人程度　費用無料

極]11月15日(月)までに、電話で松戸保健所精神保健福祉班S361  -2121へ

●精神障害者の作品展示

日時11月17日(水)午前11時～午後4時　 会場市役所1階連絡通路と東葛飾支庁合同庁舎2

階入ロロビー　内容パネル展示ほか　費用無料

圜松戸保健所精神保健福祉班≪361 ―2121

段
差
を
な
く
し
乗
降
し
や
す
い

ノ
ン
ス
テ
ヅ
プ
バ
ス
が
市
内
三
路
線
で
運
行

乗
降
囗
の
段
差
を
な
く
し
、
お
年

寄
り
な
ど
が
乗
降
し
や
す
い
よ
う
に

配
慮
し
た
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
が
、

９
月
に
京
成
バ
ス
・
日
大
線
、
1
0月

に
は
新
京
成
バ
ス
・
松
高
線
に
一
台

ず
つ
新
た
に
導
入
さ
れ
、
市
内
で
の

運
行
は
合
せ
て
三
路
線
（
下
表
）
に

な
り
ま
し
た
。

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
運
行
時
刻

は
各
時
刻
表
の
中
に
表
示
し
て
あ
り

ま
す
が
、
車
検
等
に
よ
っ
て
違
ラ
車

両

の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要

に
よ
っ
て
各
営
業
所
に
確
認
の
う
え

ご
利
用
ぐ
だ
さ
い
。

ま
た
、
千
葉
県
・
車

只
都
・
神
奈

川
県
・
埼
玉
県
内
で
運
行

さ
れ
て
い

る
バ
ス
で
利
用
で
き
る
「

バ
ス
共
通

カ

ー
ド
」

が
、

９
月
に

京
成

バ
ス
市

川

営
業
所

管
内

（
東
松

戸
病

院

・
梨

香
台

方
面

）
に
も
導

入

さ
れ
ま
し

た
。

こ

れ
に
よ

九

只
成

バ
ス
お
よ

び
新
京

成

バ
ス

が
運
行

す

る
市

内
の
全
路
線

で

カ

ー
ド
が
利

用
で

き
ま
す

。

※
「

バ
ス

共
通

カ

ー
ド
」
の
利
用

は
、

カ
ー
ド
取

扱
車

の
表
示

が
あ
る

バ

ス

・
都
電

に
隕

り
ま

す
。

嚮
京

成

バ
ス
松
戸

営
業
所

公
屁

・
１

２
５
５

、
市

川
営

業
所

昔
叨
・
１
４

５
１

、
新
京

成

バ
ス
松

戸
営
業

所

昔

だれもが安心して乗れる「やさしいバス」

387

0
3
8
8

ノンステップバスが運行して

いる路線

路線名 主な停留所

新京成バス

牧の原線

八柱駅～牧の原小学

校～牧の原団地

新京成バス

松高線

松戸駅東口～北松戸

駅～市立病院前～県

立松高前

京成バス

日大線

松戸駅西口～栄町三

丁目～日大歯科病院

成

田

空

港

直

通

バ

ス

の

ル

ー

ト

が

変

更

松
戸

駅
西
口

か

ら
成
田

空
港

ま

で

の
直

通
バ
ス

が

、
従
来

の
京

葉

道

路
経

由
の
ル

ー
ト
か

ら
、
柏

駅

と
千

葉

ニ
ュ

ー
タ
ウ

ン
中

央
駅

を

経

由
す

る
ル

ー
ト
に
1
0月

か
ら
変

わ
り
ま
し
た
。
こ

れ
に

伴

い
、
発

車

時
刻

等
も
変

更

さ
れ

（
左

記
）
、

運

賃
は

値
下
げ

と

な

り
ま
し

た
。

運
賃
大
人
千
九
百
円
、
小
字
生

以
下

九

百
五
十

円

運

行
時

刻
表

（
成
田

空

港
行

き

）

松戸駅西口

５番のりば

出発時刻

5:40

6:40

10:30

12 : 30

14:30

1ﾜ:00

19:00

※
成
田
空

港
行

き
は
予
約

制
で
す
。

乗
車

券
購

入

は
前
日

ま
で

に
旅

行

会
社

・
旅
行

代

理
店
で

。

羆

成

田
空

港
交

通
㈱

登
０

４

７
６

・
3
5
・
2
3
2
1

ピ
ル
と
は
何
か

262

や
生

理
時
以

外

の
出
血

を
み

る
人

な
ど

も
、
時

に

あ
り
ま

す

が
、
普

通

は
、
し

だ

い
に
軽
減

し
て

い
き

ま
す

。

ま

た
、

次
の

よ
う
な

人
は

飲
ん

で

は

い
け

ま
せ

ん
。
①

二
十
五

歳

以
上

で

一
日

十
五

本
以

上

の
喫

煙

者

吊

皿
液

が
ト

ロ
ト

ロ
と
固

ま
り

や
す

い
人
才

中
等

度
以

上

の
高
血

圧
や
糖
尿
病
の
人
④
授
乳
婦
⑤
ほ

か
に

も
高

度
肥

満
者

な
ど

い
ろ

い

ろ

あ
り
ま

す
の

で
、
注

意

が
必
要

で
す

。

ピ

ル

の

入

手

法

は

医

師

の
処
方

箋

が
な

い
と
買

え

ま
せ

ん

。
安
全

性
な

ど
を

確
か
め

る

た
め

、
受

診

・
検
査

が
欠

か
せ

ま
せ

ん

。
そ

れ
に
、

薬
の
種

類

や

飲

み
方

な
ど
に

も
、
従

来

の
方
法

も
含

め

て
、
種

々
選

び
方

が
あ

っ

た
り

す

る
の
で

、
医

師
の
指
示

を

守

っ
て
正

し
く

服
用

す
る
こ

と

が

大
切

で
す

。

な
お

、
検
査

に
適
合

し

た
病
気

が
な
け

れ

ば
、

健
康

保
険

は
利
き

ま

せ

ん

。

ピ
ル

自

体

の
値

段

は
、

ひ

と
月
分

、
三
千

円
～

四
千
円

で

す

。

（
松

戸

市

医

師

会

）

ピ
ル

は

避

妊

の
た

め

の

薬

で

、

妊

娠
し

た
く

な

い
女

性

が
、
通
常

、

一
日

一
錠
ず

つ
飲
み

ま
す

。

現
在

で

は
、
二
種

類

の
女

性
ホ

ル
モ

ン

が
少

量
含

ま
れ

る
経

口
避

妊
薬

に
進
歩

し
低

用
量

ピ
ル

と
呼

ば
れ

、
世
界

で
九
千

万

人

の
女

性

が
飲

ん
で

い
ま
す

。

日

本
で

は
、
今

年

の
六
月

に
法

的
に

認
め
ら

れ

、
九
月

か
ら

発
売

さ
れ

て

い
ま

す
。

避
妊

で

き

る

確
率

は
、

従

来

、

も

っ
と
も
使

用

さ
れ
た

コ
ン

ド

ー

ム
法

の
八
五
％

に
比
し

、
九

七
～

九
八
％

と

高
く

、
画

期

的
な

成
功

率
で

あ
る
と

い
ケ
人

も

い
ま
す

。

考

え

ら

れ

て

い

る
作

用

点

は

①
排

卵

を
ス

ト
ッ

プ
し
ま

す
②

子
宮

入
口

の
粘

液
が
ネ

バ
ネ

バ

か

ら

ド
ロ
リ

と
硬

く
な
り

、
精

子

が

通
り
に
く

く
な
び
ま
す
③
万

が
一
、

受

精
し
て

も
子

宮
丙

膜

が
薄

ぐ
て
、

受

精

卵

が
子

宮

に
く

っ
つ

か
な

い

の
で

避
妊
し

ま
す

。

良

い

副

効

用

が

あ

る

①

生
理

が
軽

く
な
り

、
二

十
八

日

ご
と

に
キ
チ

ン
と
来

て

、
生
理

前

の
イ

ラ
イ
ラ

や
生
理

痛

な
ど

で

悩

ん
で

い
た
人

は
楽

に
な
り

ま
す

②
子

宮
体

ガ
ン

・
卵

巣

ガ
ン
を
予

防
し
ま
す
③
ニ
キ
ビ
や
毛
深
さ
が

改
善
さ
れ
ま
す
④
貧
血
が
減
少
す

る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す

。

副

作

用

は

少

な

い

飲

み

始
め
に

ム

カ
ム
カ

す
る
人
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国
際
人
文
科
も
ス
タ
ー
ト
・
活
発
な
部
活
動

市
立
松
戸
高
校
入
学
生
を
募
集

市
立
松
戸
高
校
は
環
境
に
恵
ま
れ
、
広
大
な
敷
地
と
充
実
し
た

施
設
・
設
備
を
誇
る
明
る
い
学
校
で
す
。

今
年
度
か
ら
国
際
人
文
科
が
開
設
さ
れ
、
今
後
ま
す
ま
す
の
充

実

、
発
展
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
ん
な
１

沚
松
戸
高
校
で
、
さ
わ

や
か
な
青
春
の
汗

を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

友
と
一
緒
に
学
び
、
多
い
に
語
り
合
う

楽
し
い
学
園
生
活

川井敏久
市長室

・発
すぐやる課30 年を迎えて

募
集
定
員

…
全
日

制
普

通

科
第

一

学

年

＝
三

百
二

十
人

（
定

員

の
お
お

む

ね
三

〇
％

は
推
薦

）
　
国
際
人

文

科
第
一
学
年
＝
四
十
人
（
定
員
の
お

お
む
ね
四

〇
％

は

推
薦
）

応
募

資
格
：

市

内

在
住

で
中

学
校

も
し
く

は
こ

れ
に
進
十
名

学
校

を
卒

業

し
た

人
ま

た
は
３

月
卒

業
見

込
み

の
人

（
た
だ
し

国

際
人
文

科

は
市

外

か
ら

の
応
募

も
可
）

出

願
手

続
き
・：
所

定

の
入

学

願
書

・
定
形
封

筒
（
志

願
者
の
住
所
・
氏
名

・
郵
便
番

号

を
記
入
し

八

十
円
切

手

を
張

っ
た

も
の
）
を
在

籍
（
出
身

）
中

学
校

を
経
由

し
て
提

出
し

て
く

だ

さ

い
。

今
月
六
日
、
す
ぐ
や
る
課

が
発

足
三
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
す
ぐ

や
る
課
は
、
昭
和
四
十
四
年
、
当

す
ぐ
や
る
課
発
足
三
十
年
に
当
た
り
、
課

員
へ
訓
示
す
る
市
長

願
書
等
提
出
期
間
…
推
薦
選
抜
＝

１
月
1
9
日

水
午
前

９
時

～
午

後
４
時

3
0分

・
Ｊ

日
附
午

前
９

時
～
正

午

一
般
選

抜

＝
２
月

７
囗

側
～
９

日

水
午
前

９

時
～
午

後
４

時
3
0
分

〔
９

日

は
正

午

ま
で

〕

±
1
1

月
1
4
日

丱
～
1
6
日

水
午

前
９
時

～
午

後
４

時

3
0分

〔
1
6日
は
正

午

ま
で
〕

推

薦
検
査
…

１
月
2
6
日

水

会

場

市

立
松
戸

高
校

（
五
香

駅
西

口
か

ら

新
京

成

バ
ス
紙

敷
車

庫
行

き
で

「
市

立

高
校
」
下

車

ま
た

は
、
Ｊ

Ｒ
武

蔵

野

線
東
松

戸
駅

・
北

総
線
東

松
戸

駅

よ
り

徒
歩

十
三

分
）

９

刀
検

査
・：
２
月
2
4
日

本

・
2
5日

原

会

場

車

立
松
戸

高
校

入
学
許
可
候
補
者
発
表
…
３
月
２

日

米
午
前

９
時

か
ら

市
立
松

戸
高

校

で問
市
立
松

戸
高
校

公
3
8
5
・
３
２
０
１
、

学

務
課

昔
3
6
6
・
7
4
5
7

時

の
故

松

本
清

市

長

が
、

行

政
を

分

か

り

や
す
く

、

身
近

に

感

じ
て

も

ら

お
う

と
設

置

し

た
も

の

で
、

と

り

わ
け

人
口

の
急

増
期

に

は
縦

割

り
行

政

の

す
き

問

を
埋

め

る
重

要

な
役
割

を
果

た
し

て

き
ま
し
た

。

三

十
年

と

い
う

歳
月

を

振

り
返

る
と

き
、

私

に
と

り

ま
し

て

も
ま

た

、
感
慨

深

い
も

の
が

あ
り

ま

す

。

と

言

い
ま

す

の
も

、

私

か
、
市

議

会

議

員
に

初
当

選

し

た

の
は

、

昭

和

四

十
五

年

、
す

ぐ

や

る
課

発
足

の
翌

年

の
こ

と
で

、

す
ぐ

や
る
課

の
精

神

に
大

い
に

影

響
を

受

け

、

以

来

、「
す

ぐ

や

る
議
員

」
を

モ

ッ

ト

ー
に
活

動
し

て

き

ま
し

た

。

そ

ん
な

こ
と

も

あ

っ
て

か

、
す

ぐ

や

る
課

の
歴

史

と
私

の

歩
み

が
重

な

り

、

当
時

の
こ
と

が
懐

か
し

く
思

い
出

さ

れ
ま

す

。

高等学校修学資金・奨学金
の申請を受け付けｒいます
児童を高等学校等に修学させることが経済的な理由で困難である保

護者に対し 、修学に必要な資金を交付します。

支給額（月額）公立=9,000 円（1・2年生）・8,700円（3年生），私立=  15,000円

対象①経済的理由で児童を高等学校等に修学させることが困難な保護者②保護者と児童

が引き続き1年以上市内に居住していること③成績良好で健康なこと④学校教育法による

高等学校等（高等学校・高等専門学校・盲学校・ろう学校・養護学校の高等部・学校法人

の設置する専修学校の高等課程）に在学していること⑤法令その他により，類似の学資給

付を受けていないこと

申請書類①認め印②修学資金一奨学金交付申請書（援護課一市民課・各支所にあります）③

成績証明書④推薦書⑤在学証明書割主民票（家族全員のもの）または外国人登録済証明書⑦収

入を証するもの（父母またはそれに準ずる人のあらゆる収入が対象）⑧振込指定金融機関の通

帳の表紙コピー

申請受付随時受け付けています。

※申請した月から平成12 年3 月までが支給の対象期間となります。

市
長
と
な
っ
た
今
で
も
、
初
心

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
行
政
運
営
に

当
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

昨
今
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
財
政
状
況
も
含
め
て
非

常
に
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
介
護
保
険
や
地
方
分
権

へ
の
対
応
な
ど
一
朝
一
夕
に
は
解

決
で
き
な
い
複
雑
な
課
題

が
山
積

し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
時
代
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
市
民
に
親
し
み
や

す
く
、
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
が
展
開

で
き
、
迅
速
・
効
率
的
に
動
く
こ

と
が
で
き
る
、
す
ぐ
や
る
課
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
な
組
織
づ
く
り
が

必
要
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
来
春
を
目

標
と
し
て
、
地
方
分
権
時
代
に
対

応
で
き
る
組
織
改
革
の
検
討
を
進

祝日を除く〕惠直接援護課援護係(S366-ﾜ34ﾜ ）へ〔上・日曜日、

め
て

い
ま

す

が

、
よ

り

迅
速

で
効

率
的

な
組

織

運
営

に

向

け
て

、
組

織

の
全
庁

的

な
統

合

を
図

り

本
部

制
と

し

、
同

時

に
そ

れ

ぞ

れ
の
本

部
に

庁

内
分

権

と
も

言
え

る
適
切

な
範

囲
で

の
権

限
を

与
え

る
こ
と

に
よ

っ
て

、

そ

の
実

現

を
図

っ
て

い
き
た

い
と

考
え

て

い
ま
す

。

三

十
年

前

に
設

置

さ

れ
た

す
ぐ

や

る
課

で
す

が

、
市

民

の
立

場

に

立

っ
た
独

自

の

サ

ー
ビ

ス

の
展

開

と

い
う

意
味

か

ら
、

ま

さ
に

庁
内

分
権

化

の
先

駆

け
と

言
う

こ

と

が

で

き
、

そ

の
理

念

は
今
日

的

に

十

分
通

用

す

る
も

の
で

す

。

松

戸
市

政

に

脈

々
と

続

い
て

い

る
「
す

ぐ

や

る
精

神
」
を
忘

れ
ず

、

い
つ
ま

で
も

「
す
ぐ

や

る
市

長
」

で

あ
り

た

い
と

、
発

足

三
十

年

に

当
た
り
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

゛
　

市

内
の
小

・
中
学
生

を

ｌ

゛
　

対
象

に
観

光
絵
画

を
募

集

所

通
　

し

た
と
こ

ろ
、

今
年
も

た

一一
匹
蹄
　

く

さ
ん

の
作
品

が
寄
せ

ら

れ

ま
し
た

。
入

選
作

品

を
、

次

の
と

お
り

に
展
示

し
ま

す
。

日

時

：
1
0一月
2
5
日
丱

～
2
9
蚩
午
前

８
時
3
0
分
～
午

後

５
時

▼
入

選
者

〔
小

学

生
の

部
〕
市
長

賞

＝
小
林

彩
菜
（
矢
切
小

）
、
下

地
優
樹

（
松

ケ
丘
小

）
、
園

家
悠
司

（
梨

香
台

小

）
、
田

中
秀

憲

（
栗

ケ
沢
小

）
、
東

風

景
祐
（
馬
橋
小

）
、
設
楽

康

之

（
横

須

賀
小

）
　

観
光
協

会
長
賞

＝
白
石

安
都
菜
（
六
実
第
三
小
）
、
小
林
考
太

（
北
部
小

）
、
福
田

萌

（
相
模
台

小
）
、

牛
山
千

紗
貴
（
殿
平

賀
小
）
、
立
石
麻

子
（
新

松
戸
西

小
）
、
木

岡
美
月

（
柿

ノ
木

台
小
）

〔
中
学

生
の
部

〕
市
長

賞

＝
吉

田

怜
雄

奈
（
第

一
中

）
、
渋

谷

詩
織

（
第
二

中
）

観
光
協

会
長
賞

＝
齊
藤

志
津

加

（
旭

町
中
）
、
石
塚
万

紀
子

（
第

二
中

）

〔
敬
称

略
〕

醫
商
工

観

光
課
観

光
係

登
3
6
6・
７

３

三
十
年
の

苦
楽
は
じ
け
て
鳳
仙
花

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、市 長 室 直 通 の フ ァ ッ ク ス と 、市 長 専

用 の メ ー ル ボ ッ ク ス を 設 置 し て い ま す 。

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的

な ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い( で き れ ば 、連

絡 先 を お 書 き 添 え く だ さ い) 。

FAX 366-2301　　　　　　　　 ｀

メ ー ル ア ドレ ス

mayor.matsudo@intershif ⊃.ne. jp

(9月末現在の受信件数)ファックス584 件､メール161件

この街に人権文化を築く

ために

プ
ラ
イ

バ
シ
ー・
の
権

利

が
一
つ

の
法

的
権

利
と
し

て
認

め
ら

れ
る

よ

う
に

な

っ
た

の
は

、
こ
こ
百

年

ほ
ど

の
こ

と

で
す
。
し
た

が

っ
て

、

そ

の
歴
史

は
大

変
浅
く

、
比

較
的

新

し

い
人
権
と

い
え
ま

す

。

人

が
生
活
し

て

い
く

た
め

に
は

他
人
と
関
わ
り
合
う
こ
と
は
不
可

欠

で
、

常
に
生
活

領
域

全
般

に
わ

た
っ
て

プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
侵

害
、

あ
る

い
は
保
護

と

い
っ
た
問

題

が

生
じ
ま

す
。
し

か
し

、
何
を

も

っ

て

プ
ラ
イ

バ
シ

ー
と

す
る

か
は
、

個
人

の
価

値

観
や
感
受

性
、

社
会

に
お
け

る
地
位

や
属

す
る
文

化
的

背
景
な
ど
に
よ
っ
て
考
え
方
が
異

な
り
ま

す

。
ま
た
、

時
代
に

よ

っ

て
も
変

化
す

る
た
め

、
同

じ
問
題

で
も
そ

れ
を

プ
ラ
イ

バ

シ
ー
の
問

題
と
す

る
か

ど
う
か

難
し

い
と

い

う
多
様
性
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

問
題
を
よ
り
複
雑
に
し
て

い
末

男

プ
ラ
イ

バ
シ

ー
の
権
利

に
つ

い

て
は

、
一
九

世
紀
末

の

ア
メ
リ

カ

で
論

じ
ら

れ
始
め
ま

し
た

が
、

わ

が
国

で
も

一
九
六
〇

年
代

に
入
り

プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に

つ

い
て

論
じ
ら

れ

る
よ
う
に

な
り
ま

し
た

。
そ
し

て
、

昭
和
3
9
年

の
「
宴

の
あ
と
」

事
件
判

決

で
、

プ
ラ
イ

バ
シ

ー
と

い
う
言

葉

が
広
く
知

ら

れ
る
よ
う

に
な

り
ま
し

た

。
こ

の
事

件
は

、

元
外

務
大
臣

の
有
田

八
郎

氏

が
三

島
由

紀
夫

の
小
説

「
宴

の
あ
と
」

で

プ
ラ
イ

バ
シ

ー
を
侵
害

さ
れ

た

と
し

て
訴
え

た
も

の
で
す

。

こ

の
事
件

の
判

決
で

、
私
生
活

を
み

だ
り

に
公

開

さ
れ

な

い
と

い

う
法

的
保

障
と
し

て
の

プ
ラ
イ

バ

(国連の人権のロゴマーク)

Ｎ ０.２２

プ ラ イ バ シ ー の 問 題 ①

( 人 権 と じ て の プ ラ イ バ シ ー)

問い 合わ せ

市 民 相 談 室 人 権 担 当S  366 ―7319

教 育 委 員 会 企 画 調 整 室 人 権 担 当

≪  366-7455

シ
ー
の
権
利

が
認

め
ら
れ
ま
し
た

。

そ
し

て
、

プ
ラ
イ

バ
シ

ー
侵
害

の

成
立
要
件
と
し
て

、「
公
開

さ
れ
た

内

容

が
私
生
活

の
事

実
ま

た

は
そ

れ
ら
し

ぐ
受

け
取

ら
れ

る
お
そ

れ

が
あ
る
こ
と
」
「
一
般
人

の
感

覚
性

を
基
準

に
し

て
、
私

人

の
立
場

に

立

っ
た
場
合
公

開

を
欲
し

な

い
で

あ
ろ
う
と
認

め
ら
れ

る
こ
と

」
コ

般

の
人

々
に
未

だ

知
ら

れ
て

い
な

い
こ
と
で

あ
る
こ
と
」「
被

害
者
が

公

開

に
よ
り
不

快

、
不

安
の
念

を

覚
え

る
こ
と

」
を

挙
げ

て

い
る
ほ

か
、
表

現

の
自
由

と

プ
ラ
イ

バ
シ

ー

の
関
係

、
公

人

と

プ
ラ
イ

バ
シ

ー
の
関
係
に
も
言
及
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国

で
は
、

プ
ラ
イ

バ
シ
ー

の
権
利

は
幸

福
追

求

の
権

利

の
一

部
と
う
弓
考
え
方
か
ら
憲
法
一
三

条

（
個
人

の
尊
重

・
幸
福

追
求

の

権
利

）
を
根

拠
と

し
て

い
ま
す

。

そ
し
て

プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
権
利

は
、

当
初

、
私

生
活

の
保
護

に
関

わ
る

も

の
と
し

て
と
ら
え

ら

れ
て

い
た

た

め
、
肖

像
権

の
侵
害

や
過
去

の

経
歴

（
前

科
や
犯

罪
歴

、
病
歴

な

ど
）

の
暴

露
、
信

書

の
開
披

、
電

信

・
電
話

の
盗
聴

、
私

生
活

を
暴

露
し

た
記

事

や
非

難
中

傷
等

と
考

え

ら
れ
て

い
ま
し

た

。
し

か
し

最

近

で
は
、

高
度

情
報
化

社
会

の
進

展
と

と
も

に
、
行

政
機

関

や
民
間

企

業
が
個

人

の
情
報
を

コ
ン

ピ
ュ

ー・
夕
処
理

を
す
る
の
に
際
し

て
、

個
人

情
報

の
閲

覧
や
訂
正

、
削

除

を
要

求
す

る
権
利

（
自

己
情

報
コ

ン

ト
ロ

ー
ル
権
）

が
あ
る
と

す

る

な

ど
、

プ
ラ
イ

バ
シ

ー
の
権

利
も

そ

の
広

が
り
を
見

せ

て

い
ま

す

。

平成12年度

小
中
学
生
観
光
絵
画
展
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女
性
と
男
性
　
と
も
に
創
る
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
・
実
施
計
画
ー
市
民
編
」
（
案
）
に

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

「

松
戸
市

男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
」

は
平
成
1
0年
４

月
に

策
定
さ

れ
ま
し

た
が
、
そ

の
う
ち
の

五
ヵ

年
計
画
「
実

施
計
画

」
で
は

、
推

進

の
た

め
の
「
市

民

・
民

間
団

体
・
企
業

の
役
割

」
と

「
行
政

の
役

割

」（
左
図
）
を
定

め
て
い
ま
す

。

市

民
で

組
識

さ
れ
て
い

る
「
松

戸
市

男
女

共
同
参
画
推

進
協
議
会

」

で
は
、
市
民

一
人
ひ
と

り
の
行
動
が
地
域

社
会
を

変
え
て
い

く
力
に

な
る
、
と
い

う
考
え
の

も
と
に
、
実

施
計
画
の
「

市
民
の

役
割
」
の

部
分
を
さ

ら
に
充
実

さ
せ

、
み
ん
な
が

そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で

取
り
組

め
る
具
体
的

な
こ

と
を
考

え
よ
う
と
、
そ
の

内
容
を
一
年

間
か
け

て
、

検
討
し
て
き

ま
し
た

。

今
回

、
そ

の
案
が

で
き

ま
し

た
の
で

、
皆
さ

ん
に

お
知

ら
せ
し

、

多
く
の
人
の
ご

意
見
を
頂
い

て
完
成
に

向
け
て
い

く
予

定
で
す

。

「
こ
れ
な

ら
私
に
も
で
き

る
」
「
力
を
合

わ
せ

れ
ば
で
き

る
」
そ
ん

な
身
近
に
取

り
組
め

る
推
進
行
動
の

ア
イ
デ

ア
を
、
フ

ァ
ッ
ク
ス

・

郵
便
、
ま

た
は
Ｅ

メ
ー
ル

で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

ま
た

、
直
接
意
見
交

換
す

る
場
「
市

民
フ

ォ
ー
ラ
ム
」

に
も
、
ぜ

ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い

。

懿
女

性
セ
ン
タ
ー

登
3
6
4
・
8
7
7
8

プランの推進体制

市 民・民 間 団体・企 業等 の役 割

○プランを主体的に推進する

一意識啓発、プラン理解、意見の反

映（フォーラム等）への参画

・女性リーダー 一審議会委員・学習

団体等への積極的参画

一進捗状況管理（評価）への参画

男女 共同 参 画推 進協 議会 の 役割

(公募を含む市民で構成)

○行政と一体となって｢ 男女共同参画

プラン｣ の推進及び進捗状況の管理

(評 価) を 行う

○成果を市民に公表する

公

文

書

公

開

制

度

請
求
・
申
し
出
文
書
件
数
は
五

十
八
件

平

成
1
1
年

４
月
１

囗

か
ら
９
月

丿

日

ま
で

の
開
示

請

求
・
申

し
出

の
文

書

件
数

は
、
五

十

八
件
と

な
り

、
平

成
1
0
年

度

の
一
年

間
と
ほ

ぽ
同

じ
件

数
と

な
り
ま

し
た

。
こ

れ
ら

の
う

ち

全
部
を
開

不
し
た
文

書
は
二
十
八
件

、

一
部

開
示

は
二
十
二

件

、
非
開
示

は

二

件

、
文
書

が
存

在
し

な
か

っ
た
も

の

が
三

件
で

し
た

。

な

お
、
平

成
1
0
年
度

に
実
施

機
関

の
決

定
に
対

し
請

求
者

か
ら
異

議
畊

し
立

て

が
な
さ

れ
、
実

施
機
関

よ
り

学

識
経
験
者
五
人
で
構
成
さ
れ
る
「
松

戸
市

公
文

書
公

開
審

査
会

」
へ

諮
問

さ

れ
て

い
た

マ
ン

シ
ョ
ン
建

築
に
関

す

る
公

文

書
二
件

は

、
審
査

会

の
答

申

ど
お
り

に
開
示

さ

れ
ま
し

た
。

実施機関別開示請求・申し出状況

一女性と男性　ともに創る新たなパートナーシップー

《西 暦2020 年　 め ざ す ま ち の 姿 》

実

施

計
画
－

市

民

編
（
案

）
の

概

略

に

つ

い
て

「
市
民
の
市
民
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
i
n
松
戸
」

男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
、
松
戸

を
め
ざ
し
て
！

私
た
ち
市
民
が
で
き
る
こ
と

○
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由

な
選
択
に
よ
る
生
き
方
を
し

よ
う

◎
社
会
の
一

員
と
し

て
自
信
と

責
任
を
持
っ
て
活
動
し
よ
う

◎
人
格
を
尊
重
し
、
人
権
侵
害

や
性
差
別
に
対
し
て
は
声
を

上
げ
よ
う

行 政 の 役 割

Ｏ市民と一体となって「男女共同

参画プ ラ ン 」 の 推 進 及 び 進捗 状

況 の 管 理 （評 価 ） を 行 う

・男 女 共 同 参 画 推 進 会 議

（総務部長を委員長に関係部課長で構成）

・男女共同参画推進研究会

（推進会議の下部組織として職員で構成）

＝･-各 種プ ログラ ム等 の原 案研究

……女性 センター

国、県、他の自治体、関係機関

との連携

参加してみよう

身体障害者のためのデイサービス講座
各分野別に主管課で設置する各

種プログラム等作成研究プロジ

ェクトとの連携

１
。
女

性
も
男
性
も
い
き
い

き
と

同
じ
よ

う
に
働
き
続
け

ら
れ

る
松

戸
を

め
ざ
し
て

し
一
人
ひ

と
り
が
で

き
る
こ
と

・
性
別
に
よ

る
職
域

に
と

ら
わ
れ
ず
、

新
た

な
分

野
に
挑

戦
し

よ
う

・
あ

き
ら
め

ず
に
働

き
続

け
る
道

を

探
そ
う

・
女
性

が
働

く
た

め
の
家

庭
環

境
を

整
え

よ
う

・
性
差

別

や
セ

ク
シ
ュ
ア

ル

バ
ラ
ス

メ
ン
ト

は
見

逃

さ
ず
、

声
を
上

げ

・
就
職

や

仕
事

の
継
続

に
必
要

な
力

を

つ
け
よ

う

力

を
合

わ
せ
て
で

き
る
こ
と

・
働

く
こ
と

を
支
え

合
う

関
係

を
作

ろ

う

２

。
性
別
に

と
ら

わ
れ
な
い
「
共

育
」
と
子
育
て
の

で
き
る
松
戸
を

め
ざ
し
て

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

・
性

別
に

と
ら

わ
れ
な

い
子

育
て
を

す

る
家

庭
環
境

を
作

ろ
う

・
父

親
も

積
極

的
に
子

育
て

に
関
わ

ろ
う

・
地

域

や
職
場

で
日

ご
ろ
か
ら

子
育

て

相
互

支
援

の
人

の
輪
を

広

げ
よ

・
性
別

に
と
ら
わ
れ
な

い
『
共
育
』
や

子

育
て

が
で

き
る
力

を
つ
け

よ
う

二
力

を
合

わ
せ
て

で
き

る
こ

と

・
保

育
、
教
育

の
場
で

ジ
ェ

ン

ダ
ー

フ
リ

ー
を

め
ざ
し
た

活
動

を
共
同

ふれあい22 （健康福祉会館）障害者福祉センタ

ーでは 、身体障害者を対象とした各種のデイサー

ビス（講座）を行ってい ます。何か新しいことを

始めてみたいなど 、参加を希望する大はぜひお申

し込みください。

会場…ふれあい22 （健康福祉会館）障害者福祉セ

ンター〔地図参照〕

対象…下記の①～③のすぺてに該当する大

①障害者手帳を持っている人またはそれに準ずる大

②18 歳以上の大

③市内在住の人

募集人数…各若干名

費用…無料（材料費は実費）

［㈲電話またはファックスで、住所・氏名１年齢・

電話（ファックス）番号・障害部位 一等級を記入

して 、ふれあい22 （健康福祉会館）障害者福祉セ

ンター0383-7111 ≪383 ―ﾜ810 へ

案 内 図

編
み
物
・
手
芸
講
座

※上記以外の実施機関（選挙管理委員会・公平委員会･ 監査委員･ 農業委員会・固定

資産評価審査委員会）については、開示請求・開示申し出はありませんでした。

異 議 申 し 立 て 件 数　　　　　　 異 議 申 し立 ての 処 理 状 況

決定済 2件

公文書公開審査会で審査中 1件

※決定の内訳　認容…‥　　　　　1 件

一部認容、一部却下…1 件

募集デイサービス（講座）一覧

で
作
昨（
出
し
て

い
こ
う

・
地
域
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
を
め

ざ
し
た
子
育
て
を
広
め
よ
う

３

。
女
性
が
い
つ

で

も
ど
こ
で

も

安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ

る
松

戸

を
め
ざ
し
て

』

人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

・
性
犯
罪
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

よ
う

こ
差
別
や
暴
力
を
許
さ
ず
、
見
逃
さ

な
い
よ
う
に
し
よ
う

・
性
暴
力
か
ら
自
己
防
衛
し
よ
う

・
被
害
に
あ
っ
た
時
は
直
ち
に
行
動

す
る
勇
気
を
持
と
う

・
地
域
で
性
犯
罪
を
防
止
し
よ
う

◇
力
を
あ
わ
せ
て
で
き
る
こ
と

・
被
害
者
支
援
と
人
権
侵
害
を
な
く

す
た
め
の
活
動
を
し
よ
う

・
女
性
の
人
権
擁
護
の
た
め
の
啓
発

活
動
を
し
よ
う

４

。
女

性
が

健
康
で
安
心
し

て
暮

ら
せ

る
松
戸

を
め
ざ
し

て

②

一
人
ひ
と

り
が
で
き

る
こ
と

・
性
と

生
殖
に

関
わ

る
自
分

の
健

康

は
自
分

で
管

理
し

よ
う

・
産
む

、
産
ま

な

い
の
選

択
は
自

分

で
行

お
う

・
女
性

の
健
康

が
守

ら

れ
る
環
境

を

作
ろ

う

５

．

政

策

、

方

針

決

定

過

程

に

女

性

が

よ

り

参

画

で

き

る

松

戸

を

め

ざ

し
て

案

の

概

要

は

以

上

の

と

お

り

で

す

が

、

一

つ

一

つ

の

頂

囗

に

つ

い

て

は

具

体

的

な

行

動

が

検

討

さ

れ

て

い

ま

す

。

詳

細

に

つ

い

て

ご

覧

に

な

り

た

い

人

は

、

女

性

セ

ン

タ

ー

へ

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

ま

た

、

女

性

セ

ン

タ

ー

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

も

掲

載

し

て

い

ま

す

。

意
見
送
付
先
女
性
セ
ン
タ
ー
　
･
8
7
7
8
賍
汕
・
7
8
8
8

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:
／
ｙ
　
w
w

 
w
. 
i
nｔｅ
ｒ
ｓ
!
抄

’ｎ
ｃ
.
ｊｐ
ｙ
w

ｏ
ｍ

ｅ
ｎ
ｓ
-ｃ
／
ｙ

呂

・

ヨ

ａ
ｔ
ｓ
乱

Ｏ
ぺ
Ｅ

メ

ー

ル

ｙ
ｕ
ｕ
.
m
a

ｔ
ｓ
ｕ

ｄ
ｏ

＠
i
n
ｔｅ
ｒ
ｓ
ｈ
ｉｐ
.
ｎ
ｅ
.
ｊｐ

実施計画ー市民編(案)について意見交換する場

「市民フォーラム」を開催

座座名

講

曜日 時 間

陶芸Ａ 第1.３月曜日 午後2時～4時

陶芸Ｂ 第2.4金曜日 午後2時～4時

水彩画

生け花

第2・4 月曜日 午後2時～4時

第3月曜日 午後2時30分～
4時

油絵 第2.4火曜日 午後2時～4時

午後2時30分～
頏

書道Ａ 第卜 ３火曜日

第2・4 金曜日書道Ｂ 午前10時～11
時30分

絵手紙 第1・3 水曜日　午後2時～叫時ｌ

手工芸

バードカービング

第2・4 水曜日 午後1時～3時 ，

第2・4 木曜日

第1・３金曜日

午後1時～3時

編み物・手芸 午後2時～4時

午前袒時～正午濔絵 第2・4 日曜日

コーラス 第1月曜日

毎週木曜日

午後2時30分～
4時

社交ダンス 午後1時～4時

午前11時～午後
マ時30分

車いすダンス 第1・3 日曜日

前年度からの継続案件 3件

11年度中の決定に対する異議申

し立て
O件

江

戸
川

の
「
古
ヶ

崎

・
川

の

一
服

塚

」

に
引

き
続

き

、
「

樋
野

囗

・
川

の
一
里
塚

」

に
も
江

戸
川

の
河
原

を

訪

れ
た

人

の
た
め

の
公

衆
便

所

が
完

成

し
ま

し
た

の
で
、

ご
利
用

く

だ
さ

い
。ま
た

、
二
ヵ

所

の
「
川

の
一
里
塚
」

の
清

掃
等

の
維
持
管

理
と

利
用

状
況

な
ど
を

迅
速

か

つ
的
確

に
把
握

す
る

た
め

の

「
川

の

一
里
塚

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
」

を
募

集
し
ま
す

。

皆

さ
ん

の
応
募

を
お

待
ち
し

て

い

ま
す

。

募

集
す

る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
：
「
川

の

一
里
塚

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」

お
願
い

す

る
場

所
・：
「
古

ケ
崎

・
川

の

一
里
塚

」
お

よ
び

「
樋
野

囗
・
川

の

一
里
塚

」
（
片
方

で
も
可

）

業

務
内

容
…

「
古

ケ
崎

・
川

の
一
里

｢男女共同参画推進協議会｣ より、案の内容

を説明し 、参加者の皆さんと意見交換を行いま

す。

奮ってご参加ください。

日時…11月7日(日)午後1時30 分～3時30 分

会場…女性センターゆうまつどホール

主催…｢ 松戸市男女共同参画推進協議会｣

※保育あリ(原則2歳以上、おやつ代100 円)

匝陬話で女性センター昔36∠I-8778へ

点

訳

図

書

を

貸
し
出
し
て
い
ま
す

平

成

１１
年

サ

ー

ビ

ス
業

基

本

調

査

に

ご

協

力
を

1
1月
1
5囗
菲
、
サ
ー
ビ
ス
業
基
本

調
査
が
、
全
国
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
サ
ー
ビ

ス
業
の
事
業
・
活
動
を
行
っ
て
い
る

事
務
所
・
店
舗
・
施
設
の
経
済
活
動

お
よ
び
業
務
の
実
態
を
調
査
し
、
全

国
お
よ
び
地
域
別
の
サ
ー
ビ
ス
業
に

関
す
る
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
対
象
は
、
統
計
的
手
法
で

選
ば
れ
た
全
国
で
約
三
十
五
万
の
サ

ー
ビ
ス
業
の
車
業

・
活
動
を
行
っ
て

い
る
事
務
所
・
店
舗
・
施
設
で
す
。

調
査
員

が
お
伺

い
し
た
際
に
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

鬩
総
務
部
総
務
課
統
計
係

登
鰯
・
７

自

賠

責

な

け

れ

ば

乗

れ

な

い
走

れ

な

い

自

賠
責

保
険

は
、
万

一

の
交
通
事

故

の
際

の
基
本

的
な
対

人
賠

償
を
目

的

に
、

バ
イ

ク
・
原
付

自
転

車
な

ど

す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ

け

ら

れ
て

お
り

、
無
保

険
車

の
運
行

は

、
刑
事

罰

の
対

象

と
な
り
ま

す
．

必

ず

、
自

賠
責

保
険

に
加
入

し
ま
し

‐
.鵲

運
輸

省
関
東

運
輸
局

千
葉

陸
運

支

よ

回
輪
送
課

昔
㈲
・

麗
・
７
３
３
ｒａ

ふ

れ
あ

い
2
2（
健
康
福

祉
会
館
）
障

害

者
福

祉
セ
ン

タ
ー
で
は

、
市
内

在

住

の
視

覚
障
害

者

の
皆
さ

ん
を
対

象

に

、
松

戸
点
訳

会
点

訳
に

よ

る
点
訳

図
書

の
貸
し
出
し

を
行

っ
て

い
ま
す

。

図
書

リ
ス
ト

（
点

訳
あ

り
）

を
参

照

し
、

電
話
ま

た

は
障
害

者
福

祉

セ

ン

タ
ー
窓
口

で
希

望
す

る
図
書

を
申

し

込

ん
で
く

だ
さ

い
。

主

な

図

書

山
本

周
五

郎
全

集

・
直

木

賞
受

賞

作
品

か
ら
数

編

・
推
理
小

説

・
実
用

書
ほ

か

※
身
近

な
視

覚
障

害
者

に
お

知
ら
せ

く

だ

さ
い
。

※

ご
希

望

の
著
作

物

の
点

訳

に
も
応

じ
ま
す

。

図

書

リ

ス

ト

設

置

場

所

ふ
れ
あ

い
2
2（
健
康

備
祉
会
館
）
障

害

者
福

祉
セ
ン

タ
ト
睿

し

あ
わ
せ

課

社
会
福

祉
協

議
会
慟

市

立
図
書

館

本
館
県
立
西
部
図
書
館

懿

ふ
れ
あ

い
2
2（
健
康

偈
祉
会
館
）
障

害

者
福

祉
セ

ン
タ
１

昔
齧
・
７
１

１

シ

ロ

ア

リ

駆

除

の

悪

質

商

法

に

ご

注

意

最
近

、「
市

の
環
境

衛
生

課
」
の
名

称

を
使

い
、
電

話

や
直
接
訪

問

を
し

て

、

シ
ロ

ア
リ
に

よ

る
家
屋

の
被
害

調
査
等
を
行
立
米
者
が
い
ま
す
。

市

で
は

、
こ

の
よ
う

な
調
杏

は
実

施

し
て

い
ま
せ

ん
。

悪
質

商
法

に
は
十

分

ご
注
意
を
Ｉ
・

醫

環
境

部
保
全
課

環
境
衛

生
係

容
3
6
6

個

人

市

政

見

学

会

市
民

の
皆

さ
ん
に
市

政
を

身
近

に

感

じ

て
い
た

だ
く
た

め
、
個

人
を

対

象

に
し

た
巾

政
見

学
会
を

実
施
し

ま

す

。1
1月

９
日

火
午
前

９
時
2
0
分
市

役

所

止
面

玄
関

集
合
　

コ

ー
ス
市

役
所

～

博

物
館
～
和

名

ケ
谷

ク
リ

ー
ン
セ

ン

タ
ー

（
昼

食
お

よ
び
見

学
）

～
消

防
局
～

市

役
所

（
午
後
３

時
解

散
予

定

）
　

定
員
先

着
二
士

一
人

持
ち

物

昼

食
（
食

堂

等

は

あ

り

ま

せ

ん

）

費
用
無
料

※
申
し
込

み
が
三

人
以
下

の
場

合
は
。

中

止
さ
せ

て

い
た
だ

き
ま

す

。

圃

電
話

で
広
報

課

昔
涯

・
7
3
2
0

へご

み

ツ

ア

ー
参

加

者

を

募

集

私
た
ち

が
毎
日

生
活

し
て

い
く
上

で

出
し

て

い
る
ご
み

が
、
ど

の
よ

う

に

処
理

さ

れ
て

い
る
の
か
を

知

っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
清
掃
施
設
の
見

学

会
を
行

い
ま

す
。

毎
月

第
二

水
曜
日

午
前
８

時
5
0分

～
正

午
　

コ

ー
ス
巾
役

所
地

下
玄

関

（
集

合
）

～

日
暮

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ

１

～
資

源
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー
～

和

名

ケ
谷

ク
リ

ー
ン
セ

ン
タ

ー
～

市

役
所

（
解

散
予

定
）
　

対

象
市

内
在

住

の
人

（
乳

幼
児

の
参
加

は
不

可

）

定
員
先

着
二

十
人

（
二
十

人
以

上

の

団

体

に

つ

い

て

は

別

途

申

し

込

み

可

。
参
加

申
し
込

み
人

数

が
卜
人

以

下

の
場

合

は
中

止
）
　

眥

拑
無
料

※
現
在
1
1
1
1

一
月
1
0
日

・
1
2月

８
日
分

を

受

け
付

け
中

用

希
望
日

の
五
旦

印
ま
で
に
、
電

話
で

環

境
部
計
画

課

登
莇
・
7
3
3
2

ヘ

マ

ン

シ

ョ

ン

管

理

セ

ミ

ナ

ー

1
0
月
3
0
日
出
午
後
１
時
か
ら
　
会

場
船
橋
市
中
央
公
民
館
（
船
橋
市
本

町
二
の
二
の
五
）
　
　
内
容
①
リ
フ
ォ

ー
ム
ロ
ー
ン
の
紹
介
に
つ
い
て
②
大

規
模
修
繕
工
事
に
つ
い
て
③
相
談
事

例
か
ら

見
た
管

理
組

合
運

営

の
急

所

定

員
先
着

二
百
人
　

費
用

無
料

錮

電
話

で
千
葉
県

住
宅
供

給
公
社

企

画

課

公

㈲
・
ｒ

・
5
1
6
2

へ

犬の飼い方教室参加者を募集

松

戸

駅
市

民

ギ

ャ
ラ

リ

ー
の

利

用
受

け
付

け

と

説

明

会

1
0月
2
8日
本
午
後
６
時
丿
分
か
ら

会
壻

京
葉
ガ
ス
Ｆ
ビ
ル
六
階
会
議
室

利
甬

資
格
個
人
・
団
体
・
プ
ロ

ー
ア

マ
問
わ
ず
市
内
在
任
・
在
勤
で
自
作

品
を
展
示
で
き
る
人
（
た
だ
し
、
前

回
展
示
か
ら
一
年
未
満
の
人
、
子
ど

も
・
学
生
・
営
業
ふ
宣
伝
目
的
は
不

可
）
　
内
容
1
2年
１
月
７
日
窩
～
３

月
3
1口
座
の
利
用
分

持
ち
物
筆
記

用
具
。
印
鑑
　
費
用
無
料

※
空
き
が
あ
れ
ば
1
0月
2
9日
脂
か
ら

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

圃
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
容
沺
・

「
歌

の

街

」
の

放

送

時

間

が

変

わ

り

ま

す

防
災

行
政
用

無
線

局
で

放
送
し

て

い
る

「
歌

の
街

」

の
放

送
時

間

が
、

1
1
1
1
一
月
１
日
～
１
月
3
1
日
の
問
、
午
後

４
時
3
0
分
に

な
り
ま

す

。

圜

防

災
対
策

室

昔
涯

・
7
3
0
9

オ

ス

ト

メ
イ

ト

（
人

工

肛
門

・

人
工

膀
胱

造

設

者

）

社

会

適

応

訓

練

講
習

会

1
0月
3
0口
巾
午
前
1
0時
～
1
1時
3
0

分
会
場
千
葉
市
中
央
区
蘇
我
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
　
内
容
講
演

「
大
腸
疾
患
の
再
発
・
再
燃
に
つ
い

て
」
　
講
師
顧
問
医
・
藤
田
昌
弘
氏

対
象
県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の

家
族
　
費
用
無
料

凱
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
千
葉
県
支

部
事
務
局
昔
陬
・
4
5
2
・
6
4
3
3

冊

・
火
・
金
曜
旦

公

団

住

宅

空

き

家

賃

貸

住

宅

入

居

者

募

集

に

つ

い

て

都

市

基

盤

整

備

公

団

で

は

、

入

居

者

を

、

年

四

回
募

集

し

ま

す

。

①
1
0
月

５

日

～
1
1
月
1
0
囗

②

１

月

‐
’〔
Ｊ
日

～

２

月
1
0
日

③

４

月

５

日

～

５

月
1
0
日

①

７

月

５

日

～

８

月

稍
一
日

圜

都

市

基

盤

整

備

公

団

総

合

募

集

セ

ン

タ

ー

松

戸

案

内

所

登

取

・
5
2
2

1高

齢

者

福
祉

施

設

見

学
会

Ｈ
月
1
9日
金
午
前
1
0時
～
午
後
４

時
　
コ
ー
ス
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

～
老
人
保
健
施
設
～

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
ケ
ア
（

ウ
ス
等
の

高
齢
者
福
祉
施
設
　
対
象
市
内
在
住

者

（
乳
幼
児

の
参
加
は
不
可
）
　
定

員
二
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

を
ハ
ガ
キ
ー
枚
で
四
人
ま
で
申
し
込

み
可

用
Ｈ
月
Ｉ
囗
菲
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
参
加
希
望
者
全
員
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

「
高
齢
者
福
祉
施
設
見
学
会
参
加
希

望
」
と
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
－
8
5
8

8
松
戸
市
根
本
三
八
七
の
五
松
戸
市

役
所
な
が
い
き
課
（
昔
屁
・
7
3
4

6
）
へ

二

〇

〇

〇

年

版

「

県

民

手

帳

」

の

予

約

を

受

け

付

け

ま

す

価

格
ポ
ケ
ッ
ト
版

＝
三
百

五
十
円

、

中
型

版

＝
互

白
五

卜
円

匝
1
1
月

８
日

丱
ま
で

に

、
電
話

で
総

務

部
総
務
課

統
計

係

登
涯
・
7
3
0

5
へ

日

時
・：
1
1月

。ｕ
日

米
午

後
１

時
か

ら場

所

：
東

葛
飾

支
庁

合
同

庁
舎

六

階
第
二

会
議

室

内

容
・：
家

庭
犬

と
し

て
の
し

つ
け

な
ど

の
講
話

と
質

疑
応
答
形

式
に

よ

る
相

談

対

象
・：
犬

の
飼

い
主
等

（
こ

れ
か

ら
飼
う
人
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

定
員
…
二
十
人
（
先
着
順
）

費
用
…
五
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

※
飼
育

犬

は
連

れ
て
こ

ら

れ
ま
せ

ん

圉

電
話

で
松

戸

保
健
所

食
品

衛
生

涯
ａ

吼

・
2
1
1
2
1
丶

八

柱

霊

園

広

場

の

愛

称

を

募

集

地
域

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

活
動

な
ど

の
場

と
し

て

親

し
み

や
す

い
、

緑
豊

か
な
八

柱
霊

園
を
イ

メ

ー
ジ
ア

ッ
プ

す
る
広

場

の
愛
称

を
募
集

し
ま

す
。愛

称
を
つ

け
る
広

場
正

門
か

ら
噴

水
に
至
る
広
場
｀
賞
最
優
秀
賞
一
点

・
優
秀

賞
二

点

巫

Ｈ

月
1
5日

丱
ま

で
に

、
郵

送
ま
た

は

フ
ァ
ッ

ク
ス
で

、
愛

称

・
住

所

・

氏
名

・
年
齢

・
電

話
番

号

・
応
募

案

の
趣

旨

（

。
枚

に
一
案

）
を

記
入
し

て

、
干
2
7
0
－

２

２

石
５
松

戸
市

田
中

新
田

四
八

の
二

、
八
柱

霊
園

管
理

事

務
所

「
広
場

愛
称

募
集

」
係

（

登
ｙ

・
2
1
8
1

一別
χ

・
９
ｔ
－

８
２

）
　へ

1
0
月

は

「

高

年

齢

者

雇

用

促

進

月

間

」

で

す

頚

商
工

観
光

課
労

政
係

晉
3
6
6・
７

平
成
1
1年
度
上
半
期
実
施
状
況

市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
参
加
を
よ
り
一
層
進
め
、
よ
り
開
か
れ

た
ク
リ
ス
タ
ル
な
市
政
の
実
現
を
目
指
し
た
公
文
書
公
開
制
度
の

平
成
1
1年
度
上
半
期
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
施
機
関
別
の
決
定
状
況
、
異
議

申
し
立
て
の
処
理
状
況
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

受
け
付
け
や
相
談
は
公
文
書
公

開
コ
ー
ナ
ー
で

公
文

書
公

開
制

度

の
受

け
付

け

や

相
談

は
、
市

役
所

別
館

。
階
行

政
資

料
セ

ン

タ
ー
内

「
公

文

書
公

開

ヲ
・Ｉ・

ナ

ー
」

で
行

っ
て

い
ま

す
。

ま

た
、
行
政

資
料

セ
ン

タ

ー
で
は
、

各
種

の
統

計
書
、

調
査

報
告

書
、

計

画

書

な
ど

、
行

政
に
関

す

る
刊
行

物

や
資

料
を
取

り

そ
ろ
え

て

お
り

、
一

部
に

つ

い
て
は
有

償

頒
布

も
し

て
お

り
ま

す

の
で
、

ぜ
ひ

ご
利
用

く

だ
さ

い
。
慧

総
務

部
総
務
課

情

報
公

開

係

公
鰯

実施機関 計

決定内容 宍
Xy

主な請求内容

開示
一部
開示
非開
－不

文書不
存在

開－禀

求

市長 33件

－一一

15件

18件

1件

川牛厂 件 Oｲ牛 2ｨ牛|
マンション建設、職員の出張､ 職員

の勤務時間に関する文書など　　 ｜

教育委員

八二

｜
10件　O 件 3件

一一

Oｲ牛

1件

○件

職員会議録、教職員研修、学校で管

理している金銭に関する文書など

水道事業
管理者

病院事業

管理者

1件 1件 Oｲ牛 Oｲ牛 職員の勤務時間に関する文書

1件 U牛 O件 Oｲ牛

〇件

○件　O 件 職員の勤務時間に関する文書

消防長 忖牛

一一

3 件

1件

3件

Oｲ牛 O件 O件 救急業務実施月報

議会 Oｲ牛 Oｲ牛 O件　O 件 常任委員会会議録など

合計 54件 25 件 21 件 2件 3件　3 件

ｙ

出

市長

教育委員

会

3件 2件 1件
｜
Oｲ牛，0 件 ○件 マンション建設に関する文書

勺牛 1件 Oｲ牛 Oｲ牛　O件 O件

Oｲ牛

予算要求書

合計 剖牛 3件 1ｲ牛 Oｲ牛 〇件

塚
」
お
よ
び
「
樋
野
囗
・
川
の
一
里

塚
」
の
定
期
的
清
掃
と
巡
視
・
報
告

対
象
…
満
二
十
歳
以
上
の
心
身
と
も

健
康
な
人
で
、
河
川
親
水
施
設
に
接

す
る
機
会
が
多
く
、
河
川
愛
護
に
関

心
を
持
つ
人

募
集
人
数
…
若
干
名

報
酬
・
：
無
償

巫
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
ひ
・
希
望
の
場
所
を
記
入

し
て
、
干
2
7
1
1
8
5
8
8松
戸
市
根

「
樋
野
口
・
川
の
一
里
塚
」
公
衆
便
所
が
完
成

川

の

一
里

塚

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

を

募

集

杢

二
八
七

の
五

松

戸
市

役
所
河

川
課

内

「
川

の

一
里

塚

ボ
ラ

ン

テ
ィ
ア
」
係
（
河

川
課

親

水
計
画

係

登
莇

・
7
3

5
9

）
　へ

二

人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

政
策
方
針
決
定
過
程
に
積
極
的
に

参
両
し
よ
う

政
策
方
針
決
定
過
程
に
参
画
す
る

力
を
つ
け
よ
う

納

期

内
の

納

付

に

ご

協
力

を

Ｈ
月
１
日
丱
は
市
県
民
税
（
第
三

期
）
の
納
期
限
で
す
。
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

筒
収
納
課
管
理
係

容
沺
・
7
3
9
6
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講
座
・
講
演

初
心

者
の

た

め

の

生

け
花

講

座

1
0月
2
7日
～
1
2年
２
月
９
日
の
毎

月
第
一
丁

四
水
曜
日

〔
全
八
回
〕
午

後
６
時
～
８
時

会
場
市
民
会
館

費
用
一
万
円
（
花
代
別
）

臂
奥
様

い
け
花
会
・
須
藤
登
屁
・
１

教

育

講

演

会

「
ア

カ

国

語

で

話

そ

う

」

①

Ｈ
月

２
日
天

午
前
1
0
時
3
0
分

～

午
後
ｏ
時
誚
分
②
1
1
月
３
日
㈲
午
後

２
時

～
４

時

会
場

①
ボ

ッ
ク

ス
ヒ

ル
（
松
戸
店
八
階
）
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

②

森
の

ホ
ー
ル
2
1
　
費
用

無
料

※
保
育

あ

り

（
要

予
約

一
無

料
）

圜
ヒ

ッ

ポ
フ
ァ

ミ
リ

ー
ク
ラ

ブ
松
戸

・
岩

佐

登
謌

・
4
7
6
2

ス

ポ
ー
ツ

消

防

杯

防

火

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

ミ

ッ

ク

ス

テ

ニ

ス

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

Ｈ
月
2
3
日

倪
午
前

８
時

丿
分
か

ら

〔
予
備
日
1
1
月
2
8
日
襾
〕
　
命
場
松
戸

テ

ニ
ス

ク
ラ

ブ
　

種
目

混
合

ダ
ブ
ル

ス
　

対

象
テ
ニ

ス
を
職

業
と
し

な

い

人
定
員
先
着
亘
千
八
組
費
用

一

組
六
千

円

※
参
加

費
の

一
部
を
市

の
福

祉
基
金

に
寄

付
し
ま

す

。

惠

Ｈ
月
５

囗
糜

ま
で

に
、
所
定

の
用

紙

で
松
戸

テ

ニ
ス

ク
ラ

ブ
（

登
屁
・

９
り０

４
７

）
　
　
へ

市

民

バ

ス

ケ

ッ

ト
ボ

ー
ル

大
会

Ｈ
月
2
3日
聡
・
1
2月
５
日
㈲
〔
予

備
日
1
1月
2
8日
㈲
〕
　
会
場
運
動
公

園
体
育
館
　
対
象

市
内
在
任
・
在
勤

で
審
判
を
二
人
出

せ
る
チ
ー
ム
　
定

員
先
着
男
子
三
十

● 卜

ニ
チ
ー
ム
・
女
子
十
六
チ
ー
ム
　
費

用
一
チ
ー
ム
三
千
円

※
Ｈ
月
1
2日
原
午
後
７
時
か
ら
、
栗

ケ
沢
中
学
校
で
代
表
者
会
議
を
行

い
ま
す
（
代
理
可
）
。

圃
1
0月
3
1日
㈲
〔
必
着
〕

ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
チ
ー
ム
名
・
男
女
の
別
・

代
表
者
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

記
入
し
て
、
〒
2
7
0
－
2
2
1
1

松
戸

市
五
香
六
実
六
四
二
の
五
三
浜
田
一

彦
（
昔
韶
・
5
1
7
8

）
へ

健

康

体

操

体

験

教

室

Ｈ
月
２
日
・
９
日
・
1
6日
・
3
0日

の
各
火
曜
日
〔
全
四
回
〕
午
前
９
時

3
0分
～
1
1時

会
場
和
名
ケ
谷
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
内
容
ス
ト
レ
ッ
チ

・
レ
ク
ダ
ン
ス
等

対
象
成
人
女
性

定
員
先
着
十
人
　
費
用
一
回
三
百
円

惠
当
日
会
場
で

黯
健
康
体
操
コ
ス
モ
ス
・
今
泉

登
莇

家

庭

婦
人

卓
球

大

会

Ｈ
月
1
5囗
非
午
五
回
９
時
か
ら

会

場
運
動
公
園
体
育
館
　
内
容
ラ
ン
ク

別
個
人
戦
　
対
象
市
内
在
住
・
在
勤

の
女
性
　
費
用
一
人
六
百
円

匣
Ｈ
月
８
日
囲
午
前
1
0時
か
ら
運
動

公
園
会
議
室
で
行
う
組
み
合
わ
せ
会

議
で
受
け
付
け

頁
家
庭
婦
人
卓
球
連
盟
・
石
川

登
莇

市

民

ダ

ブ

ル

ス

ボ

ウ

リ

ン

グ

大

会
Ｈ

月
1
4
囗

㈲
午
前
1
0
時

集
合
　

会

場
松

戸
サ

ニ

ー
ラ

ン
ド
　

内

容
男

子

・
女
子
・
ジ
ュ
ニ
ア
と
も
二
人
ハ
ゲ

ー
ム
の
ト

ー
ー
タ
ル
ピ

ン
で
順

位
決

定

対
象

市
内
在

住

・
在
勤

・
在

学

（
中

学

生
以
上

）

の
人

定
員
先

着
四

十

五
組

菩
用

四

ゲ
ー
ム
一
人
二
千
五
百

円
（
中

・
高
校

生
は
千

五
百
円

）

圃
Ｈ
月
５

日
奕
ま
で
に
、
二
人
分

の
費

用

を
添
え
市

内

各

ボ
ウ
リ

ン

グ
場

へ

黯
松

戸
市

ボ

ウ
リ
ン

グ
協
会

・
上
田

昔
佃

・
３

２
０

７

・
4
6
2
9

り

愛

犬

と

一

緒
の

し

つ

け

教

室

Ｈ
月
７
日
㈲
午
前
1
0時
～
正
午

〔
雨
天
の
場
合
Ｈ
月
1
4日
韭
〕
　
会

場
常
盤
平
公
園
（
常

盤
平

松
葉

町
）

内

容
飼

い
犬

の
基

本

的
な
し

つ
け

方

を

実
技
指

導
　

定

員
十
五
組
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

※
見

学

目
由

圃
1
0月
3
1囗
㈲
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
性
別
・
電
話
番
号

・
犬
の
種
類
、

返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1

1
0
0
5
1

松
戸
市
馬
橋
一
九
〇
二

馬
橋
郵
便
局
留
め
松
戸
ペ
ッ
ト
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
須
藤
諒
子
（
昔
匐
・
6

4
7
1
）
　へ

秋

季

混

合

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

大

会

Ｈ
月
1
4
日
襾

午
前

９
時
～

午

後
７

時

会
場

運
動
公

園

体
育

館

内

容

混

合

ダ
ブ
ル

ス
一
部

～
四

部

対

象

市

内
在

住

・
在

勤

・
在
学

の
人
　

費

用
二

千
円
（
協
会

登
録
者

千
二
百

円
）

圃
1
0
月

丿
囗

糜

〔
必

着
〕

ま

で

に

、

所

定

の
振
込
用

紙
ま

た
は

現
金
書
留

で
、

〒
９一－
0
0
1
3

松
戸

市
小

金

き
よ
し

ケ
丘
三

の
二

の
一
松

戸
市

バ

ド
ミ
ン

ト
ン
協

会

・
佐
藤

豊
志

（
潮

さ

い
内

昔
誣
・
5
5
9
6

）

へ

家

庭

婦

人

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

1
1月
9
1一
日

㈲

・
2
7日

出
午

前
８

時

丿
分

か
ら
　

会

場
運
動
公

園
体

育

館

対
象
市
内
在
住
の
女
性
チ
ー
ム
　
費

用

一
チ

ー
ム
二
千

円

※
1
1
月
1
3
日
由
午
後
２
時
か
ら
運
動

公

園

武
道
館

会
議

室
で
代

表
者

会

議

を
行

い
ま
す

。

惠
Ｈ

月

５
日

次

〔
必

着
〕

ま

で

に

、

（

ガ
キ

で

〒
2
7
0
－
2
2
4
3

松
戸

市

野
菊
野

二

の
ご
二

五

春
日
和

子

（

登

莇

・
5
5
4
2

）
　へ

成

人
講

座

「
人

権

尊

重

都
市

・

松

戸

が

め
ざ

す

も
の

」

Ｈ
月
４
日
本
①
午
後
１
時
～
２
時

3
0
分
②
午
後
３
時
～
４
時
3
0
分
会

場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
①
松

戸
市
の
外
国
籍
市
民
の
現
況
②
結
核

と
偏
見
を
招
き
や
す
い
感
染
症
を
学

ぶ

遑
師

①
鰥
松
戸
市
国
墜

父
流
協

会
職
員
②
松
戸
保
健
所
疾
病
対
策
班

・
小
路
ま
さ
子
氏

定
員
先
着
五
十

人
　
費
用
無
料

用
電
話
で
公
民
館

昔
3
6
8
・
1
2
1
4

へ秋

の

陶

芸

一
日

教

室

1
0月
2
9
日

金
①
午

前
９

時
3
0分

～

Ｈ

時

丿
分

②
午

後
Ｏ

時
1
5分

～
２

時

1
5分

⑤
午

後

３
時
～

５
時

会

場
陶

松
（
市
立

病
院
裏
）
　
定
員
各
十

五
人

費

用
五
百
円

（
陶

土

・
焼
き
代

別
）

※
初
心
者

歓
迎

用
電

話

で
陶
松

登
り
窯

の
会

・
小
堀

昔

莇
・
7
7
2
6

へ

千

葉

県

レ

ク
リ

エ

ー
シ

ョ

ン

大

会
1
1月
７
囗
㈲
午
前
1
0時
3
0分
～
午

後
３
時

会
場
運
動
公
園

内
容
二

ユ
ー
ス
ポ
ー
ツ

こ
ア
イ
キ
ャ
ン
プ
紹

介
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
　
費
用
無
料

臂
松
戸
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・

伊
藤

昔
3
4
2
・
7
4
1
9

力

囗
Ｉ

リ
ン

グ

ー
ダ

ー
ツ

教

室

1
0月
3
1囗
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
小
金
原
体
育
館
　
対
象
小
学
生

以
上
　
費
用
百
円
（
保
険
料
）

圉
当
日
会
場
で

問
体
育
指
導
委
員
・
囗
汪
井

登
犯
・

グ
ラ

ウ

ン

ド

ゴ
ル

フ

ー
ソ

フ

ト

バ
レ

ー
ボ

ー
ル
教

室

1
0月
3
1囗
韭
午
前
９
時
～
正
午

会
場
常
盤
平
第
一
小
学
校
　
費
用
百

円
（
保
険
料
）

圃
当
日
会
場
で

嚮
体
育
指
導
委
員

ふ
（
戸

昔
沺
・
８

市民大学仏座
インド・パキスタン紛争とその波紋」
期　日・　　　　 内 容　　　　　 講 師

11/11(*)

18(木)

2孰

12/ 9休)

な ぜ 、い ま イ ン ド が 核 実 験l　　　　　　l

を や っ た の か　　　　　　　　　　　　　 ｉ

‥　　　　　
／

印 ・パ 紛 争 言

ミ ー ル 問 題
立 正 大 学 教 授

，

一一一’－　－　　　　　　　~一一　一一　　　　ふ印 ・パ の 超 大 国 へ の 挑 戦

］

落 合 淳 隆 氏

印 ・パ 紛 争 仁 対 する ‾日 本 の

対 応　　　　　　　　　 ｜

時間午後ﾜ 時～8 時30 分　会場女性センターゆ

うまつど 定員先着50 人　費用無料
圉電話で公民館登368-1214 へ

ビ

デ

オ

編
集

講

座

1
0月
2
9日
奕
・
3
0日
用
・
3
1囗
韭

①
午
前
1
0時
～
正
午

②
午
後
１
時
3
0

分
～
３
時
3
0分

会
場
森
の
ホ
ー
ル

2
1情
報
セ
ン
タ
ー
　
内
容
タ
イ
ト
ル

音
楽
な
ど
を
入
れ
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
編
集
　
対
象

初
・
中
級
者

定
員
各
回
先
着
六
人

持
ち
物
目
分
で
撮
影

し
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

と
新
し

い
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
　
費
用
無
料

チ

ャ
イ

ル

ド

シ

ー
ト

の

正

し

い

取

り
扱

い
方

法

の
講

習

会

Ｈ
月
５
日
汾
午
前
1
0時
～
正
午
と

午
後
１
時
～
３
時

会
場
運
動
公
園

会
議
室
　
内
容
講
義
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
取
り
付
け
方
の
個
別
実
習

対
象
乳
幼
児
を
持
つ
市
内
在
住
の
人

で
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
現
在
利

用
し
て
い
る
か
、
利
用
希
望
の
人

定
員
各
先
着
十
人
　
費
用
無
料

圉
Ｈ
月
４
日
水
ま
で
に
、
電
話
で
な

の
は
な
グ
ル
ー
プ
・
伏
木

登
屁
・
2

6
0
8
へ

マ

イ

カ

ー
点

検

教

室

Ｈ
月
６
日
出
午
前
1
0時
3
0分
～
午

後
３
時

会
場
運
動
公
園
会
議
室

内
容
安
全
運
転
の
た
め
の
点
検
整
備

講
座
と
日
常
点
検
方
法
な
ど
の
実
技

対
象
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
あ

る
人
定
員
先
着
五
十
人
費
用
無

料
（
昼
食
付
き
）

※
軽
作
業
が
で
き
る
服
装
で

用
電

話
で
齟
千
葉
県
自
動
車
整
備
振

興
会
松
戸
支
部
昔
詬
・
2
2
9
8

へ

パ

ー
ト

タ

イ

ム
労

働

ガ
イ

ダ
ン

ス
Ｈ
月
1
7日
水
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0分

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

ま
つ
ど
　
内
容
パ
ー
ト
で
働
く
と
き

に
知
っ
て
お
き
た
い
制
度
（
社
会
保

険
・
税
金
・
法
律
な
ど
）
　
定
員
先

着
七
十
人
　
費
用
無
料

※
ガ
イ

ダ
ン
ス
終
了
後
、
個
別
相
談

に
応
じ
ま
す
。

用
電
話
で
松
戸
公
共
職
業
案
定
所

容

3
4
8
・
冖
0
1
0
0
へ

新

規

開

業

応

援

セ

ミ

ナ

ー

Ｈ
月
８
囗
丱

①
午

後
３
時
～
５
時

＝

中

小
企

業
診
断

士

ほ
か

に
よ

る
個
別

相
談
会

②
午

後
６
時

～
９

時

＝
講
演

会

「
新

規
事

業
成
功

の

た
め

の

ポ
イ

ン
ト
」
「
創
業

・
開
業
の
経
営
計
画

と

税

務

知
識
」
　

会
場

松
戸

商
工

会
議

所

定

員
先

着
百

五
十

人

費
用
無

料圃

Ｈ
月
１

日

丱
ま
で

に
、

電
話
ま

た

は
フ

ァ
ッ

ク
ス
で
松

戸
商
工

会

議
所

登
叫
罰

・
3
1
1
1

へ

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
テ
ク
ノ
氾

講
座

Ｎ

Ｐ

Ｏ

支

援

ま

ち

づ

く

り

文

化

講

座

～

色

彩

と

ま

ち

づ

く

り

Ｈ
月
1
6
日
天

午
前
1
0
時

～
正

午

会
場
松
戸

ま
ち

づ
く
り

テ

ン
ト
小

屋

（
市
役
所
前
）
講
師
東
京
芸
術
大
学

留

学
生
　

定
員

先
着
二

十
人
　

菩
用

五
百
円

圃

Ｈ
月

３
日

㈲
ま

で
に
、

電
話

ま
た

は

フ
ァ
ッ

ク
ス
で

「
え

い
っ
く

」
大

草

昔
叫

劔
・
8
8
8
9

へ

ざ
お
　
　
　
　
、

竹

の

釣

り

竿

作

り

教

室

Ｈ
月
７
日
～
1
2月
1
2日
の
毎
週
日

曜
日
〔
全
六
回
〕
午
後
１
時
～
３
時

会
場
主
催
者
宅
（
岩
瀬
四
七
三
の
一

松
戸
ハ
イ
ム
ー
一
一
〇
）
　
定
員
先

着
十
人
　
持
ち
物
タ
オ
ル
・
小
刀

費
用
二
千
円
程
度
（
材
料
費
）

用
電
話
で
大
館
登
3
6
2
・
4
9
1
2
（
平

日
は
夜
間
の
み
）
へ

講 座 名 ‘　　 日 時　　　　　　　　 定員／費用

①11/ 4 困・5 廊　　　　　　　 午後ｉ　　吝6人

②11/15 ㈲･16（火）　　　　　　 午前 ，　6,000 円

ズ

］

講座

二

万↓

齟

パソコン・ワープロ

入門講座

windows95 入門講座

ワープロソフト

Word 入門講座

①11/11(村･12銜　　　　　　　 午後

②11/18 困･19 窗　　　　　　　 午前

吝ﾜ人

6,000円

①11/ 1(月卜2 ㈹･4 ㈲･5 銜　　　 午前

②11/16 ㈹･1  7(tK)･18W･19銜　 午後
各8人

12,000 円

(10, 000円)

表計算ソフト 匚otus

入門講座

11/ 6 ㈹・13 ①

午前9 時30分～午後∠1時30 分

表計算ソフト

エクセル入門講座
11/25W ・26 廊・29(月)・30 ㈹　 午前

※午前=午前9時30 分～午後O時30分 、午後=午後1時30分～4時30 分

初心者入門講座 11/ 8 ㈲)・9㈹･11 ㈲・12 廊　　 午前
各4人

15, 000円
初級講座 11/22(8)・24㈲・25㈲・26 廊　 午後

※午前=午前9時30分～正午、午後=午後1時30 分～4時

ゆっくり楽しくパソコ

ン講座

(対象65 歳以上の人)

11729(B)・30㈹　　午後IE持30分～4時
4人

ﾜ,000円

匣
1
0月
2
6日
肉
午
前
1
0時
か
ら
、
電

話
で
森
の
ホ
ー
ル
2
1情
報
セ
ン
タ
ー

公
3
8
4
・
5
0
5
0

へ
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催

し

物

ピ
ア

ノ

＋

ア

ン

サ
ン

ブ

ル

ー
フ

エ

ス
テ

ィ

バ

ル

1
1
月
３
日
㈲
午
前
Ｈ
時
～
午
後
６

時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
内
容
一

般
公
募
に
よ
る
ピ
ア
ノ
お
よ
び
器
楽

合
奏
（
主
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
）
　
費

用
無
料

頡
頏
松
戸
市
文
化
振
興
財
団

登
3
8
4
・

劇
団

四

季

「
ジ

ー

ザ
ス

ー
ク

ラ

イ

ス
ト

＝

ス

ー
パ

ー
ス

タ

ー
」

1
2月

消
日
㈲
午
後
６
時
3
0分
開
演

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　費
用
ｓ

席
九

千
四
百
五
十
円
、
Ａ
席
七
千
三
百
五

十
円
、
Ｂ
席
五
千
二
百
五
十
円
、
ｃ

席
三
千
百
五
十
円

用
電
話
で
森
の
ホ
ー
ル
2
1チ
ケ
ッ
ト

セ
ン
タ
１

昔
誣
・
3
3
3
1

へ

○
譲
り
ま
す

〔
家

具
〕
セ
ミ

ダ

ブ
ル

ベ
ッ
ド
五
千

円

◆

二
段

ベ
ッ
ド
無

料
◆

耐
震
用

固
定

ポ

ー
ル
千
五

百
円
◆

ド

レ
ッ
サ

ー
四

千

円
◆

食
卓

テ

ー
ブ
ル
三

千
円
◆

ソ

フ

ァ
ー
二
千

円

〔
電
気
用
品

〕
ス
テ
レ

オ
無
料
◆

リ

ビ

ン

グ
用
照
明

千
円

二
点
◆

和
室

用
照

明
千

円
◆

オ
イ

ル
ヒ

ー
タ

ー
五
千

円

∴

万

円
◆

家

具
調
こ

た

つ
一
万

円

二
点
◆

Ｔ
Ｖ

ゲ
ー
ム
機

八
千
円
◆

ビ

デ
オ
カ

メ
ラ
五
千

円
◆

ホ

ッ
ト

カ

ー

ペ
ッ
ト
無

料
◆
除

湿
器

二
千
円
◆

ラ

イ
ト

ス

タ
ン
ド
四
千

円
◆

ジ

ャ
ー

ポ

ッ
ト

四
千
円

◆
こ

た

つ
一
式

一
万

円

◆

８

。、リ
ビ

デ
オ
用

バ
ッ
テ
リ

ー
四
千

円
◆

年
賀

状
作
成

用

ワ
ー

プ
ロ
七
千

円
◆

炊
飯
器

千
円

〔
子

供
用
品

〕（

イ

ア
ン
ド

ロ
ー
ラ

ッ

松

戸

交

通

安

全

母

の

会

「

交

通

遺

児

援

護

バ

ザ

ー

」

1
1
月
３
日
前
午
前
1
0
時
～
午
後
２

時

会
場

市
民

会
館

※
売
り

上

げ
は
、
交

通

遺
児

の
援
護

活
動

に
使

用
し

ま
す

。

周

安
全

課
庶

務
係

容
3
6
6
・
7
3
4
1

税

金

の

勉

強

会

と

相

談

会

Ｈ
月

２
囗

㈹

・
1
6日

㈹
、
1
2
月
１

日

水

・
７
日
天

・
2
1日

脚
①
午

前
1
0

時
～
正

午

＝
勉
強
会

②
午

後
１

時
～

３
時

＝
相
談

会
　

会

場
松

戸
暮

ら
し

の
祖

談
セ
ン
タ
ー
（
松
戸

栄
郵

便
局

ビ

ル
ニ

階
）
　
内

容
確
定
申
告

の
仕
方
ほ

か
　
講
師
税
理
士
　
定
員
①
各
先
着

六
人
泉
各
先
着
二
人
　
費
用
無
料

用
電

話

で
松

戸
栄
暮

ら
し

の
相

談
セ

ン

タ
１

昔
沺

・
6
6
1
2

へ

ク
三

千
円

・
七
千

円
◆

Ａ
型

ベ
ビ
ー

カ

ー
千
円

こ
二
千

円

・
一
万
円

◆

Ｂ

型

ベ
ビ

ー
カ

ー
無
料
二

点
◆

チ

ャ
イ

ル

ド
カ

ー
シ

ー
ト
四
千

円

・
七
千
円

◆
歩

行
器

五
百
円

・
五

千
円
◆

お

ん

ぶ
抱

っ
こ

ひ
も

二
千
円

二
点
◆

電

動

搾

乳
器
五
百

円

二
点
◆

手

押
し
車

無

料

・
二
千
円

◆

ベ

ビ
ー

ベ
ッ
ド
無

料

こ
二
千
円

二
点

・
五
千

円
二

点
◆

お

ま

る
七
百
円

・
二
千

五
百
円

◆

ク
ー

バ
ン
千
円
◆

三

輪
車
千

円
◆

ペ
ビ

ー

バ
ス
五
百
円

◆

迷
子

防
止
用

ベ
ル
ト

千
円
◆

ベ
ビ

ー
ゲ

ー
ト
無

料
◆
（

イ

チ

ェ
ア

ー
無
料

・
三
千

円
◆

ロ
ー
チ

ェ

ア

ー
千

円
◆

は
乳

ビ
ン

ケ

ー
ス
三

百
円
◆

プ
レ
イ

ジ

ム
千

五
百

円
◆

ウ

ェ

ス
ト

ポ
ー
チ

型
抱

っ
こ

ひ
も
三

千

円
◆

抱

っ
こ

ホ
ル

ダ
上

二
千

円
◆

チ

ェ
ア
ー
ラ
ッ
ク
五
百
円

〔
ス
ポ
ー
ツ

用
品

・
楽
器
〕
ゴ
ル

フ
セ

ッ
ト
六
千
円

・
レ

デ
ィ

ー
ス
用

一
万

プ
ラ

ネ

タ
リ

ウ

ム

「
木

星

探
査

機

ガ

リ

レ
オ

の

見

た

素

顔
」

Ｈ
月
３
日

㈲
～
1
2月
2
6日
襾
の
土

・
日
曜
日
、
祝
日

’
会
場
市
民
会
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
　
内
容
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ａ
の
探
査
機
ガ
リ
レ
オ
が
観
測
し
た

木
星
の
様
子
を
紹
介
　
費
用
子
ど
も

三
十
円

・
大
人
五
十
一
円

（
投
影
開

始
三
十
分
前
か
ら
券
を
発
売
）

※
開
始
時
刻
は
お
問
い
合
わ
せ
を

問
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

昔

3
6
8
・
1
2
3
7

小

ブ

ナ

釣

り

大

会

①
講
習
＝
1
0
月
3
0
日
出
午
後
１
時

～
５

時

会
場
女

性
セ

ン

タ
ー

ゆ
う

ま
つ
ど
　
費
用
無
料

②
実
技
＝
1
0
月
3
1
囗
㈲
午
前
６
時

松
戸
・
柏
駅
集
合
　
会
場
霞
ヶ
浦
新

屋

敷
　

内

容
一

般

・
小

中
学

生
の

部

と
も
に
尾
数
で
競
技
　
費
用
八
百
円

示

中
学

生
五
百
円
、
交
通

費
な
ど

は

各

目
負
担

）

問
松

戸
釣

り

ク
ラ

ブ
・
井
上

公

莇

・

円

・
左
用

一
万
円
◆

健

康
器

具
無
料

∴
二
千
円
◆
腹
筋
ふ
無
料
◆
ダ
ン
ベ

ル
三
百

円
◆

ス

キ
ー

ブ
ー

ツ
2
3・
５

惣
五
千

円
◆

ス

キ
ー
セ

ッ
ト
無

料
◆

ス

キ
ー

ウ
ェ
ア

ー
女
性

用
無
料

・
男

性
用

無
料
◆

電
子

オ
ル

ガ
ン
三

千
円

〔
日

用
雑

貨
〕
ク
リ

ス

マ
ス

ツ
リ

ー
ハ

千
五

百
円
◆

都
市

ガ
ス
用
湯

沸
器

五

千
円
◆

水

槽
無

料
八
個
◆

フ
ァ
ン

ヒ

ー
タ
ー

ガ
ー
ド

二
千
円

◆

タ
イ

ヤ
チ

ェ

ー

ン
1
5
5ご
6
0
Rご
1
2三

千
円

・
1
7
5ご

7
0
R
バ
1
3七

千
円

◆

お

ふ

ろ
用

ふ

た

五
千

円
◆

ス
キ

ー
キ

ャ
リ

ア
千
円

・

三
千

円
◆

座
卓

一
万
円

◆
鉢

カ

バ
ー

千
円
◆

じ

ゅ
う

た

ん
六
畳
用

五
千

円

◆

ス
ト

ー
ブ

ガ
ー

ド
五

百
円
◆

米

び

つ
付

き

レ
ン

ジ
台
二
千

円
◆

写

具
立

て

ガ
ラ

ス
製
千
円

◆
百

聾

事
典
千
円

◆
学
習
百
科
事
典
千
円
◆
ボ
ッ
ク
ス

型

ミ
シ

ン
無
料
◆

和
式

用

ト
イ
レ

便

座
五

百
円
◆

温

室
無

料
◆
石

油

ス
ト

ー
ブ
無
料
◆

都

市

ガ
ス
用

フ

ァ
ン
ヒ

ー
タ

ー
ハ

千

円
◆

レ

ー
ス

カ

ー
テ
ン

二
千

五
百
円

◆

Ｌ
Ｐ
用

ガ
ス
レ

ン
ジ

ふ

れ

あ

い

福

祉

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

ダ

ン

ス

パ

ー

テ

ィ

ー

Ｈ
月
６

日
出

午
後
５

時
～
８

時
3
0

分

会
場

常
盤
平

体
育

館

（
女

性
は

ヒ

ー
ル

カ
バ
ー
を
着
用
の
こ
と
）
　
内

容

体
の
不

目
由

な
人
た

ち
と

と
も
に

楽
し

む
社

交

ダ
ン
ス

（
生

バ
ン

ド
演

奏
あ
り
）
　
費
用
千
円

※
参

加
費
の

一
部
を
市

の
福

祉
基
金

へ
寄

付
し

ま
す

。

圃

当
日

会
場

で

醫

ひ
よ
こ

福
祉

ダ
ン

ス
サ

ー
ク
ル

・

林

公
3
8
4・
0
6
7
4

（
午
前

８
時
～

午

後
７

時
）

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

フ

リ

ー

マ

ー
ケ

ッ

トＨ
月
３
日

㈲
〔
雨
天
中
止
〕
午
前
1
0

時
～
午

後
３

時

会
場
新
松

戸
中

央

公

園
※
売
り

上

げ
の
一
部

を
福

祉
団
体

・

市
民

団
体

に
寄
付

し
ま

す
。

圃

つ
く

り
ま
し

ょ
う

自
分

の
街

・
チ

ャ
リ

テ
ィ

ー
フ
リ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

実

行

奮

見

ヤ

鎌
田

昔
釦
・
3
9
3
2

二

千
円
◆

ミ

ニ
四
駆

コ

ー・
ス
無

料

惠
1
0
月
2
7
日
水
〔
当
日

消
印
有
効
〕
ま

で
に

、
（

ガ
キ
に

希
望
品

名

（
品
物

一
点

に

つ
き
一
人

一
枚
）
　
ふ
仙
格

・

住
所

・
氏
名

・
電

話
番
号

（
昼

間
お

勤

め

の
人

は

勤

め
先

の

電
話

番

号

）

を
記

入
し

て
、

〒
2
7
1
1
0
0
7
3
松

戸
市
小

根

本
七

の
八
京

葉

ガ
ス
Ｆ
松

戸
第
ニ

ヒ

ル
松
戸
市

消

費
生
活

課
消

費
生
活

係

へ

※
相
手

の
紹

介

は
月

初

め
に
抽

選
し

当

選
者

に
連

絡
し
ま

す
。
紹

介
後

は
自
主

交
渉

に
な
り

ま
す

。

○
次

回

掲

載
分

に
つ

い

て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
1
0月
2
7

日
水
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
二

人
三
点
ま
で
）
。
Ｈ
月

2
5日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
価
格
は
一

万
円
ま
で
で
、
衣
料
品
・
食
料
品
・

自
転
車
な
ど
は
扱

い
ま
せ
ん
。

鵞
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

登
莇
・

雨

水
利

用

施

設

見

学

会
～

見

て

み

よ

う
Ｉ
・
松

戸

の

雨

水
利

用

1
1
月
1
0
日
伽
午
後
１
時
市
役
所
地

下
玄
関
集
合
、
４
時
丿
分
解
散
予
定

内
容
ふ
れ
あ
い
2
2や
森
の
ホ
ー
ル
2
1

ほ
か
市
内
の
雨
水
利
用
施
設
の
見
学

定
員
先
着
十
五
人

費
用
無
料

用
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
ま

つ
ど
雨
水
の
会
・
磯
村

登
隰
3
8
7
・
7

1
6
6
へ

松

戸

子

ど

も

劇

場

「

マ

マ

つ

た

ら

わ

た

し

の

な

ま

え

を

し

ら

な

い

の
」

Ｈ
月
４

日
困

①
午

後
３
時
5
0
分

～

５

時
②

午
後
６

時

丿
分

～
７

時
4
0分

’

会
場

森

の
ホ

ー
ル
2
1
　
内

容

親
子

で

一
緒
に
楽

し

め
る
ミ

ュ

ー
ジ
カ

ル

費

用

二
千
三

百
円

（
四

歳
以

上
）

鬩
松

戸
子

ど
も

劇
場

・
藤
田

昔
3
8
6
・

9
1
5
4

（
月

～
金

曜
日

の
午
前
1
0

時
～
午

後
４
時

）

相
模

台

学

童

保

育
所

学

童

祭

り

1
0月
3
1日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後
１

時
〔
雨
天

の
場
合
Ｈ
月
３
日
㈲
〕

会
場
相
模
台
学
童
保
育
所

内
容
手

話
コ
ー
ラ
ス

ー
エ
コ
ク
ラ
ブ
等
の
学

童
生
活
の
紹
介

・
模
擬
店
ほ
か

問
相
模
台
学
童
保
育
所

登
3
8
7
・
６
９

７

ｎ
Ｕ

Ｎ

Ｐ

Ｏ

支

援

定

例

ま

ち

づ

く

り

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

①

Ｈ
月
７
日

㈲
＝
手
作

り
品

②
1
2

月
５
日

㈲

＝
ブ
ラ

ン
ド

バ
ザ

ー
ル
、

い
ず
れ
も
午
前

Ｈ
時
～
午
後
２
時
〔
雨

天

決
行
〕
　
会
場
松

戸
ま
ち
づ
く
り
テ

ン
ト
小
屋
（
市
役
所
前
）

用
田

店

希
望

者
は

、
①
1
0
月
3
0日

出

②
Ｈ
月
2
7
日

出
ま

で
に

、
電
話

ま
た

は

フ
ァ

ッ
ク
ス
で

「
え

い

っ
く

」
田

中

昔
囲
一
釘
・
8
8
8
9

へ

芋

煮

会

Ｈ
月

３
日

冊
午

前
Ｈ

時
～
午

後
３

時

〔
小

雨

決
行
〕
　

会

場
葛
飾

橋
下

江
戸
川
土
手
（
松
戸
側
）
　
費
用
無
料

質
松

戸
テ

ニ
ス

ク
ラ

ブ

登
窕
・
３
０

松

戸

ギ

タ

ー

ク
ラ

ブ

定

期

演
奏

会
1
0月
丿
日
出
午
後
１
時
丿
分
～
４

時

会
場
市
民
劇
場

定
員
三
百
五

十
人
程
度
　
費
用
無
料

臂
松
戸
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
・
飯
島
登
錮

・
5
1
3
6

（
夜
間
の
み
）

晩

秋

社

交

ダ
ン

ス
パ

ー
テ

ィ

ー

Ｈ
月
1
3日
田
午
後
１
時
～
５
時

会
場
古
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　
定
員

先
着
百
人

費
用
二
千
円
（
軽
食
・

飲
み
物
付
き
）

軍
電
話
で
望
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

・
松
崎

昔
3
9
1
・
7
4
7
0

へ

あ

か

し

あ

学

童

こ

ど

も

ま

つ

り

Ｈ
月
1
3
日

出
午
前
1
0一
時

～
午

後
３

時

会

場
あ

か
し
あ
公

園

（
雨
天

の

場

合

あ
か
し

あ
学

童

ク
ラ
ブ
）
　

内

容

子
ど

も
遊

び
コ

ー・
ナ

ー
・
模

擬
店

・

バ
ザ

ー

※

バ
ザ

ー
の
出
品

物
も
受

け
付

け
中

髓
奏

か
し
あ

学
童

ク
ラ

ブ

登
剔

・
２

消

費

者

と

松

戸

市

無

農

薬

栽

培

研

究

会

と

の

交

流

会

Ｈ
月
６

日
出

午
後
Ｏ

時
3
0分

市

役

所
地
下
玄
関
前
集
合
～
①
圃
場
見
学

（
コ

マ
ツ
ナ

ー
ダ
イ
コ
ン

ー
カ
ブ
の
予

定
）
②
３
時
3
0分
か
ら
意
見
交
換
（
六

実
市
民

セ
ン

タ
士

～
市
役
所
午
後
５

時
3
0分

解
散

予
定
　

対

象
無

農
薬
野

菜

や

野
菜

の
栽
培
に

興
味

の
あ

る
人

定
員
先
着
五
十
人
　
費
用
無
料

圃
1
0
月
2
9
日
聡

ま
で

に
、
電

話
で
松

戸
市

農
業
協

同
組
合

指
導
課

昔
謡
・

5
1
5
1

へ

オーディジョンの

‾‾‾‾'参加者募集

介

護

ミ

ニ

教

室

と

介

護

相

談

会

Ｈ
月
Ｉ
囗

側
・
1
5日
丱

・
劣
囗
糜
、

1
2月

６
日

側

・
1
5日

伽

・
Ｊ

日
囲

①

午
前
1
0
時

～
正

午

＝
ミ
ニ
教

室
圉

午

後

１
時
～

３
時

＝
相

談
会
　

会
場
松

戸
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン

タ
ー
（
松
戸
栄

郵
便
局

ビ
ル
ニ
階
）
　
内
容
施
設

の
種

類

と
サ

ー
ビ

ス
内

容

、
介
護

用
品

の

上
手

な
使

い
方

ほ
か
　

講
師

社
会
福

祉

士

・
介

護

福
祉

定
員

①
各
先

着
十
人
泉
各
先
着
二
人
　
費
用
無
料

用
電

話

で
松
戸

栄
暮

ら
し

の
相
談

セ

ン
タ
１

登
沺
・
6
6
1
2

へ

1次 オーディション…11 月2? 日（土）午前

11時～午後5 時

会場…ユーカリＣＡＴＶホール（佐倉市）

内容…好きな歌をカラオケで歌ってい

ただきます。1 次オーディションに

通過すると、作詞家 ・秋元康氏が審

査する2 次オーディション（12 月18

日出 予定）に出場できます。2 次で

選ばれた人は「お一いニッポン」に

出演できます。

応募資格…千葉県在住・出身で15 歳以

上の人（中学生を除＜）

Ⅲ11 月12 日銜 午後6 時 までに、電話ま

たはファックス（住所 ・氏名・電話番

号を記入）でNHK 千葉 放送局「お一い

ニッポン」係（昔O∠13-22ﾜｰﾌ312 、國1

043-225-5841) へ

保
健
・
衛
生

愛

の
献

血

1
0月
2
8囗
困
午
前
1
0時
～
Ｈ
時
4
5

分
と
午
後
１
時
～
４
時

会
場
伊
勢

丹
松
戸
店
一
団

嚮
健
康
課
検
診
係

登
3
6
6
・
7
4
8
7

療

育

相

談

Ｈ
月
1
1日
米
午
後
１
時
～
１
時
3
0

分
受
け
付
け

会
場
松
戸
保
健
所

こ
　
　
　
　きゅ
う

対
象
乳
児
の
股
関
節
脱
臼
検
診
未
受

診
者
・
整
形
外
科
領
域
の
診
察
相
談

等
を
希
望
す
る
十
八
歳
未
満
の
人

費
用
無
料
　
（
予
約
制
）

※
母
子
健
康
手
帳
を
持
参

用
電
話
で
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
班

a
3
6
1
・
2
1
2
1

へ

予

防
接

種

の

お

知

ら

せ

Ｈ
月
上
旬
に
平
成
Ｈ
年
８
月
１
日

～
９
月
3
0日
生
ま
れ
の
人
に
予
防
接

種
の
通
知
を
発
送
し
ま
す
。

ま
た
表
Ｉ
に
該
当
す
る
人
は
、
申

込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
中
央
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
の
市
民
健

康
相
談
室
で
申
し
込
む
か
、
（

ガ
キ

に
図
１
の
要
領
で
記
入
し
て
、
干
2
7
1 －

0
0
7
2

松
戸
市
竹
ケ
花
七
四
の

三
松
戸
市
中

央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内

保
健
衛
生
課
予
防
衛

生
係

（
昔

莇
・
7
4
8
4

）
　へ

※
生
後
三
ヵ
月
に
な
ら
な
い
と
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

リ

サ

イ

ク

ル

広

場

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
へ

①平成11 年８月１日～９月３０日生 まれ

で10月１５日以降に住民登録をした人

②予診票を持つていない下記の人

7歳6ヵ月未満の人

○ツベルクリン反応 ・BCG=3 ヵ月以上

4歳未満で接種をしていない人

○ポリオ＝3 ヵ 月以上ﾜ 熾6 ヵ 月末満 で2

回飲んでいない人

Ｏ ＤＰＴ＝３ヵ 月以上ﾜ 熾6 ヵ 月未満 で4

回接種していない人

○麻し ん＝１歳以上ﾜ 歳6 ヵ 月未満で接

種をしていない人

○風し ん＝１歳以 上ﾜ 歳6 ヵ 月未満で接

種をしていない人

○日本脳炎＝3 歳以上ﾜ 歳6 ヵ 月未満 で3

回接種し ていない人

小・中 学生

○日本脳炎 第2 期＝小学4 年以上13 歳未

満の人で追加接種をしていない人

○日本脳炎 第3 期＝中学2 年以上16 歳未

満の人で追加接種をしていない人

Ｏ Ｄ Ｔ第2 期＝小学6 年以 上13 歳未満の

人で追加接種をしていない人

○風しん＝中学2 年以上16 歳未満で接種

をしていない人

表1

ＮＨＫ千葉
『おーいニッポン千葉のうた



広報まつど1999年(平成11年)10月25日

見に行こう聴いてみよう文化施設だ
より
期日 内 容（☆印は有料） 開 演 時間

9 :30

問い合わせ先

10/31(Eﾖ)七 戸かずみの会カラオケ大会 かずみの会・滝沢　　 容391-0222

11/ 3 竕
森のホール21ピアノ十アンサンブル
フェスティバル 11 二00 討手公戸市文化振興財団　容384-5050

5銜 岩崎宏美コンサート　　　　　　　☆ 18 : 30 労音東葛センター　　o365 ―9911

6出i根木内中学皎合]昌コンクール 10 : 30 根木内中学校　　　 容343-1268

7(日)ｷ公戸市文ｲﾋ祭(松戸市さ脛)
牛　9( 火)言 こ髓 言 訌 元 卜 尚 幃

12 : 00 松戸市合唱連盟・大沢 容36ワーワ98

18 : 30 労音東葛センター　　 登365-9911

ﾚし　14(日唱診言言ｲ 且琵5 言 竍=oo
松戸クラシック音楽を楽しむ会

公36ワー0939

六高台保育園　　　　　Q394- 引61

千葉県音楽振興協議会 公46卜9401

MINで)Nチケットセンター
容03-3226-9999

松戸日本古典舞踊連盟・小沼
Q368-9583

順 子 二]

＼

loy31((松戸市文ｨh祭(E 本土典錨 大よ　‾

巧:00

13 : 00

18:30

10 : 30

ｌ　　　　 松 戸 子 ど も 劇 場 鑑 賞 会｢ マ マ つ た ら わ｣15:50 松 戸 子 ど も 劇 場 事 務 局 ・ 藤 田
11/ 4 困

だ し の な まえ を し ら な い の｣　　　 ☆ 侶:3(y　　　　　　　　　　 登38 卜915 ∠L

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －　一一一　一一I==＝=== ■　===6(土)1ピ ア ノ コ ン サ ー ト　　　　　　　　　 冂3:301 石 川 真 利 子　　　　　 登3 顔-6994

7(日) 松 戸 市 文 化 祭( 三 曲 大 演 奏 会)　　　10:301 松 戸 市 三 曲 協 会 ・ 篠 塚 昔388 －ﾜ389

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　 ●㎜㎜　㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜　　　㎜　　　　　　　　㎜㎜㎜㎜㎜
j1　12 廊 誚丿呉 ‰ 貴 田 リ リ ッ ク オ ペ ラ 公 演｢ こ い8:30 仟 合 直 子　　　　o03 ―3385-380 ∠L

ホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_
‥_　　　　　　　　　　　　　　　　 ‥

1　　13 圉 ラ ・カ ン パ ー ニ ャ 第3 回 コ ン サ ー ト ☆19 : 00 小 高 嘉 子　　　　　　O338 ―0254

ル　14 ⑧ 新 松戸 アン サン ブ ルVivace 演 奏会　　14 : 00 雄 鹿 知 夫　　　 昔048 卜53-2528

16 ㈹ 千 葉 県 松 戸 地 区 高 等 学 校 音 楽 会　　　12 : 30 県 立松 戸 秋 山 高 校 ・ 豊 田Q391-4361

18 困
ウ ィ ーン ・ ザ ィ フ ェ ル ト 弦 楽 四 重 奏 団　　　　 松 戸 ハ ー モ ニ ー ク リ エ イ シ ョ ン

演 奏 会　　　　　　　　　　　 ☆19 ' 001　　　　　　　　　o362 ―0585

20( 土)
杉 本 良 一 フ ラ メ ン コ ギ タ ー の 光 と 影　　　　　1 松 戸 ク ラ シ ッ ク 音 楽 を 楽 し む 会

☆1 ∠ﾄﾞ30　　　　　　　　 登36 ワー0939

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
－　　　　　　　　　　　●　　－　－

21(日) 松 戸 市 音 楽 協 会 音 楽 祭　　　　　　　1 ∠匚00, 松 戸 市 音 楽 協 会　　　 登383-0111

期日 内　容 開演時間問い合わせ先

10/28(*) フ ォークソングクラブ演奏発表会 16 : 30 川並宏昭　　　　　　 昔36卜8142

30出 松戸ギタークラブ定期演奏会 13 : 30 飯島千章　　　　　　　a344- 引36

11/ 3 竕 松戸市文化祭（奇術発表会） 13 二00 岩田均　　　　　　　　公388-2ﾜ83

14日 邦楽長唄発表会 12 : 00 中山政明　　　　　　　公36ワー2026

16(火) 音楽の広場 13 : 30 公民館　　　　　　　　O368 ―1214

20圉 近代日本デザイン史をめぐるシンポジウム
13 : 00

-･ 一一　 一一･一一 ¬

10 : 00

市社会教育課　　　　　£5366-ﾜ462

21(日)

23 蝎

24(㈲

民謡発表会「博由美会」 樋口由美子　　　　　　Q361 一2ﾜ25

琴おさらい会 12 : 00 吉敷文美　　　　　　　Q363-4850

健康カラオケコンテスト 18 : 00 冨永くに子　　　　　　登34卜3623

※月曜日は休館

期 問

11/ 2 灰ドフ(日)
豚11/ 9 灰卜21(日)

示･
11/23(03卜12/ 5(日)

11/ 6(土)午後2時～3時

14(日)午前10時～11 時30 分
裂1　20(

二0午前10時～11 時30 分

会　21( 日)午前10時～11 時30 分

定員先着25人　費
用無料　※

:圃当日パークセンターで

相 毎
週水・土・日曜日と祝日､午前

談10 時～正午と午後1時～3時30分

開館時間…午前9時～午後4時30 分

＿　　　＿ ＿

内 容

｢ 菊 花 展｣ 千 松 菊 花 会

｢ エ ノ コ ロ グ サ の 四 季｣　 講 師 青 柳 善 之 助 氏

街 と 水 辺 の 花 づ ＜ リ 写 真 コ ン ク ー ル 入 賞 作 品 展

バ ー ド ウ ォ ッ チ ン グ　 講 師 自 然 解 説 員 ・ 首 藤 美 恵 子 氏

野 草 ウ ォ ッ チ ン ゲ　 講 師 自 然 解 説 員 ・ 川 端 祥 子 氏

季節の見どころ歩き　案内役パークセンター職員

昆 虫 ウ ォ ッ チ ン ゲ　 講 師 自 然 解 説 員 ・ 前 園 泰 徳 氏

雨 天 中 止

み ど り の 相 談 員 に よ る 花 や 緑 に 関 す る 相 談( 電 話 で も 受 け 付

け ま す)

( 月 曜 日 は 休 館)

期 日　　　　　内　 容　 （☆印は有料）　　　 開演時間

10/30（土）1とjにj?ｸﾂ ］とﾐｼﾝ5
周年記念式典･講演会

）3:00

問い 合わせ先

助手公戸市福祉公社　　o368 ―29ﾜ5

31 (Eﾖ)志扇会　35 周年舞踊発表会

11/ 3 蝎 松戸市文化祭　民謡大会

7(日)松戸市文化祭　吟詠の集い

14(日),松戸市文化祭　民謡民舞大会

18困|よい歯いい顔二コニコ半ヤラバン｢ ‾ミツ
勹 ィとうたおう｣

20 圉, 松戸市PTA 連絡協議会　音楽祭

10:30

9:30

9:30

10:00

10 : 30

志扇会　　　　　　　 登363-3423

市社会教育課　　　　 登36ト ワ462

市社会教育課　　　　a366 ―ﾜ462

市社会教育課　　　 昔36ト ワ462

市健康課　　　　　　 公36ト ワ486

PTA 連絡協議会　　　 昔36ト ワ46213 : 00

21  (Eﾖ)松 戸 市文化 祭　日 本舞 踊大 会　　　　　 り〇:00 市社会 教育 課　　　　 昔36 ト ワ462

23 竭i 粢こ 鼎 鬚UJWI 竺次奏楽 団　　　　　　ﾘ3:30LOB 吹 奏楽団
目゚ 黒　　 登388-5580

※月曜 日は 休館

｢' ‾　　 期 間　　 ｉ　　　　 内　 容

10/30(1; 卜11/ 3 竕I 松 戸 市 文 化 祭

11/  9(*M4(

√ 昌 ≒ﾔ 響 九

会 作 感 朧

11/16W 卜21( 日) 旧 藝 書 道 展 一日 中 書 画 展

|松 戸 女 性 洋 画 教 室 作 品 展

11/23R 卜28( 日) 凛 の 会 洋 画 展　　

‥　 ‥　
＿　__

,丹 青 会 展

|開 鷓 時 間 … 午 前10 時 ～ 午 後 ら時　 ・ 月 躍 日 は 休 館

問 い 合 わ せ 先

市 社 会 教 育 課　　　　　　　　 登366-ﾜ462

あ す な ろ 会　　　　　　　　　　 昔36 ワ ー4536

松 戸 ク ロ ッ キ ー の 会　　　　　 登392-0033

日 藝 書 道 連 盟　　　　　　　　 容368 －ﾜ1ﾜ1

松 戸 女 性 洋 画 教 室　　　　　　 登364-1645

凛 の 会　　　　　　　　　　　　 登388-048 仁

丹 青 会　　　　　　　　　　　 登363-4858

期間 10/28 困 ま で　　　　10/29C 金卜11/11(:ﾎ)　　　　　11/12' 唹 ～25 休)

東
アドリエサンアート作品展

摺]坂本登364 一石ﾜ66

第3回敬玄会書展　　　 松戸の景観と色彩文化の写真展
[閃 湯浅,Q391-5240　 翔]山川登345-0 副 １

西
納 美 恵 子 ・水 彩 画 個 人 展　 ．グ ル ー プ 敬 展　　　　　 ア トリ エ ・デ シ モ ー ネ ス テン ド ゲ ラ ス 展 ・

拙釶肉fやqRR －∩ﾜ 只∠1　　　　1 扇 ほ罫目I  I 15=?气只R－91qRr 凾4]鶚 囗lfやqRR － ∠1∠ira　　　　　　　　　:

ｌ　　　　 期 問　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内 容

ハ イ ビ ジ ョ ン 映 像 「 故 宮　 至 宝 が 語 る 中 華 五 千 年 ／ 第3 集　 皇 帝 、

11/ 2 ㈹ ～30 （火）　　　　 天 下 を 制 す一 秦 ・ 漢 」 ＜ 上 映 時 間60 分 ＞

午 後IE 持15 分 と3 時15 分 か ら12 月 汀 故 宮　 至 宝 が 語 る 中 華 五 千 年 ／ 第4 集 書 聖 誕 生 一 六 朝 」

上 映 （土 一日 曜 日 、祝 日 は 午 ＜ 上 映 時 間60 分 ＞　 会 場 講 堂　 観 覧 無 料

前11 時 か ら も 上 映 ）　　　 ※11 月 中 の 日 曜 日 お よ び11/23 蝎 の 上 映 は 、 講 座 ・ 講 演 会 開 催 の だ

｜ め 午 前11 時 と 午 後3 時30 分 か ら の2 回 と な り ま す 。

‥ ‥ ‥ 一一　　　 ‥;一　 ．　　　　 。　　　　 千 駄 堀 土 屋 家 寄 贈 資 料 展 「 着 物 と 夜 具 」　 内 容 千 駄 堀 の 土 屋 亮 平（リ

側
期
二11/ 7
（日）ま で　　　　

よ う へ い ）家 よ り 寄 贈 さ れ た 明 治 か ら 昭 和 期 に か け て の 着 物 や 夜 具蒻 ぷ 倡 齠 髫 鯉
回 ど 、当 時 の 生 活 や 風 俗 を 知 る ぅ ぇ で 貴 重 な 資 料 約500 点 を 公 開 し

れ 替 え ま す･　　　　　
ぷ ぶ
岔
画 展 示 室　 観 覧 無 料

松 戸 の 歴 史 を 語 る　　　　　　　　　　　　 ぁん冖`ぅ

1 1/23 : 「旧 石 器 時ｲ 弋の 松 戸 」 明 治 大 学 教 授 ・安 蒜 政 雄 氏

11/23R ・28（日）　　　　　1 1/28 : 「 幕 末 松 戸 の 剣 客 た ち 」 筑 波 大 学 名 誉 教 授 ・渡 邉 一 郎 氏

午 後IE 持30 分 ～3 時　　　　= 乙 場 講 堂　 定 員80 人　 費 用 無 料

B11 月16 日（火）〔必 着 〕ま で に 、 往 復 ハ ガ 半 に 住 所 ・氏 名 ・電 話 番 号

ィ 希 望 講 演 会 名 を 記 入 し て 、 市 立 博 物 館 ［‾松 戸 の 歴 史 を 語 る 」ｲ系へ

江 ‾ 時 代 旅 装 束 試 着 体 験 毎 月 第1 日 曜 日 午 後1 時 ・2 時 く8 時 ・4 時 か ら 各 回 男 女 各1 人沢
話 で 市 立 博 物 館 試 着 体 験 係Q384-8272 へ

休 館 日 月 曜 日 （祝 日 は 開 館 し 、翌 日 休 館 ）・ 第4 金 曜 日 ・ 年 末 年 始(12/28 ～1/4)　 開 館 時 間

午 前9 時30 分 ～ 午 後5 時 （入 館 は 午 後4 時30 分 ま で ） 常 設 展 観 覧 料 一 般300 円(240 円 ）･高 大 学 生

巧O 円（100 円卜 小 中 学 生100 円（60 円 ）〔（　 ） 内 は 団 体 料 金/20 人 以 上 〕

※ 毎 月 第2 ・第4 土 曜 日 は 小 中 学 生 の 観 覧 は 無 料 で す 。

ガ イ ド ツ ア ー（常 設 展 示 解 説 ）毎 日 午 前10 時 と 午 後2 時 か ら30 分 間 （参 加 者 は 観 覧 料 が 必 要 で す ）

12/50 日)ま で開催さ れる｢ 古写真 に探る 幕末 徳川 の城｣ 展が好評

です 。こ の特別 展は 、幕 府の 権力 の中枢 であ った 将軍 の城 の様相

を古写 真に探るも の。

特別 隰を見 に来 ていた 渡辺正さ ん( 幸谷在 住)＝ 写真は 、｢広報を

見 て 、今回 の 特別展 に興 味が わき まし た 。城 を中 心にし て幕 末 の

歴史を 探る 試 みは珍し いし 、面 白い で すね。 構成も し っかりし て

い て感 心し まし た。こ れ からも いろ いろな 展 示を 楽し みにし てい

ます｣ と話し てい まし た。 皆さ んも足 をお 運びく ださ い。

入館時間…午前9時30 分～午後∠砌30 分(月曜日は休館) 入館料…一般

300 円、高 一大学生200 円、小・中学生100 円( 団体割引あり)

救急医療体制

◆テレホン案内サービス　　 、

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

H366-0010

平日 午後∠1時30 分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　S368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

a365 ―3430

衛生会館内　午後８時～11 時
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